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プロローグ　恐怖の軍人王ダリウス












　豪奢な造りの大きなベッドの上。震えるラナを見下ろすのは、肉食獣のような男。

　黒曜石オブシディアン色をした髪と同じ色の瞳、くっきりとした眉、攻撃的な目つき。

　鷲鼻寄りだが高い鼻梁、少し出ている頬骨、形のいい唇。

　かなり厳つい顔立ちだが、よく見れば端整な容貌である。

　しかし、彼の顔には数カ所傷痕があった。

　筋肉で覆われた逞しい身体にも、古い傷痕が縦横無尽に走っている。

　すべてが雄々しくて荒々しいのに、ラナを愛撫する手は繊細で優しい。

　頬を撫で、なんども口づけ、華奢な身体を舌と唇で愛撫しまくる。

「……ふぁ……んんっ、ぁあんっ……やぁ……」

　傷だらけの偉丈夫は、ラナの肌という肌に舌を這わせた。

　ラナの咽頭から漏れる声に、砂糖菓子のような甘さが加わった頃。

　両足を大きく広げられ、その中央に顔を埋められる。

「っ……ぁあっ……ん、そ、そこは汚れて……」

　彼は、ラナが垂れ流す甘い蜜の匂いを楽しむように、鼻をクンと鳴らした。

「かまわん。ここをたっぷり濡らさんと、おれの大きなモノは挿はいらんぞ？」

　そう言うと舌を伸ばして、繊毛の奥を舐め上げてくる。

「ひゃっ……！　ぁあんっ……っ……んんっ……っ！」

　男は舌を小刻みに上下させ、ヌルヌルと媚肉を擦り上げた。

　ラナは腰を浮かして、初めての快感にビクビクと身を震わせる。

「はぁっ……んんっ……ふぁっ……」

　寝室にヌチュヌチュ、グチュグチュという淫猥な水音と、ラナの嬌声が響き渡る。

（信じられない……わたしの汚れたあそこを……舐めるなんて……）

　彼の舌が媚肉を押し開き、包皮を剥いて肉芽を押し潰すと、ラナの腰に言葉にできないほどの快感がよぎった。

「……っあぁっ……ひぃ……んっ……！」

　グシュリとひときわ高い水音がして、ラナの秘所から愛液が飛び出す。

　肉厚で濡れた舌が蜜を掬い上げると、媚肉や花芯に擦りつける。

　噴き出した愛蜜は後孔をとおり過ぎ、リネンのシーツをぐっしょりと濡らしていた。

　自分の流した淫らな液で、尻までヒヤリと冷たくなってしまう。

　ラナは粗相をしたような気がして泣きそうになる。

「も、申し訳……」

　彼が陰部から面を上げると、ラナの顔を覗き込んだ。

　男らしい顔の口もとが、唾液と愛蜜でテラテラと光っている。

　その淫靡さにラナの下腹の奥がキュンと軋んだ。

　するとますます、膣からヌルッと愛液が溢れ出してしまう。

「なにを謝ることがある？」

「も、漏らしてしまったみたい……だから……」

　涙を目尻に浮かべて恥ずかしがると、彼は黒い目を見開いて驚く。

「なんと……純粋な娘だ。本当に娼婦か？」

　ラナは娼婦ではない。

　……しかし事情があって、そうとは言えない。

　彼はそんなラナの目尻に指先を伸ばして、そっと涙を掬い上げる。

　指先の雫をペロリと肉厚の舌で舐めると、食い殺さんばかりのギラギラした目で、ラナを見下ろしてきた。

「可愛いな。そなたの無垢さが演技であろうとも、おれはたいそう気に入ったぞ。夜どおし啼かせてやるから覚悟しろ」

「ひっ……」

　恐ろしさに、ラナの喉が鳴る。

　信じられない――

　ラナの上にのしかかり、開いた両足の奥に昂ぶった股間を押し当ててくるのが――

　我が国の最高権力者。

　恐怖の軍人王と名高い、ダリウス国王陛下だなんて――

















第一章　傷だらけの国王陛下に激しく抱かれ












　今日は朝から、目が回るほど忙しい。

　なぜなら、ラナが下働きのメイドとして働いているデイン王城では、明後日からの出征のため、激励を兼ねた壮行会として、兵士たちに大量の酒と料理が振る舞われているからである。

　その忙しさは、間もなく日づけが変わろうとしているこの時刻でも同じである。

「ラナッ！　さっさとこの皿を運びなっ！」

「は、はい」

　すでにラナは、温かい料理の載った大皿を、何回も大広間へと運んでいる。

　もう腕がちぎれそうなほど痛いし、昼からなにも食べていないから空腹で倒れそう。

　それでもメイド頭が料理を運べと命じるので、急いで持っていかなければならない。

　ラナが皿を両手に持って、大広間へと向かう途中の廊下には、酔っ払った屈強な兵士たちが、座り込んで飲んだくれていた。

「ねぇえちゃん、酌をしてくれよぉ……」

　呂律の回らない口調でワイングラスを差し出してくるが、ラナは両手が塞がっているのでどうしようもない。

「へへ……いいケツしてんじゃねえか。そこで腰ふりダンスでもしてくれよぉ」

　ゲラゲラと下卑た笑いを無視して、ラナは大広間へと向かう。

（ちゃんと軍服を着て肩章をつけているから将校だと思うんだけど……ならず者みたいで怖いわ）

　王城内で飲み食いできるのは、軍隊長以上の将校だけのはずだが、明らかにそれ以外の兵士も交じっている。武勲をあげた兵士だろうか？

　普通の兵士は、街中の酒屋に振る舞い酒を用意されているはずだ。

　そうとわかっていても、あまりの無頼さにしり込みしてしまう。

　物心ついたときには父がいなかったし、母は三年前に病気で亡くなった。

　母が王城の住み込みメイドだったので、ラナも幼少の頃から同じように働かせてもらっている。

　大広間の長テーブルの上に温かい料理を置くと、すぐに野太い怒声が飛んできた。

「遅いぞ！　次々に食い物を持ってこい！　酒もだ！」

「は、はいっ……」

　大柄で全身傷だらけの男が、ワインの空き瓶でテーブルをダンダンッと叩く。

（なんて乱暴なの。割れたら危ないわ）

　男が手を離した隙に、ラナはワインボトルを持っていこうとした。

　すぐに男の腕が伸び、ラナの細い腰を捉えようとする。

「きゃっ……」

　慌てて身を翻すが、ラナを捕まえることのできなかった男が、周囲に野次られ顔を真っ赤にさせる。

「メイドのくせに生意気な！　おれたちは前線に赴くんだぞ！　デイン王国のために戦う兵を慰労する気持ちがないのか！」

　男は立ち上がると、ラナの目の前で壁のように立ちふさがった。

　どうしようかと周りを見るが、近くで働いているメイドや給仕はみなそそくさとその場を離れてしまった。

　慰労する気が、ないわけではない。

　ラナが暮らすデイン王国は、近隣諸国でも一番の覇者と名高い国王ダリウスによって統治されている軍事国家だ。

　他国からの侵略は滅多にないが、小さな国境争いはよくあることで、ダリウスは自ら前線に赴き平定している。

　明後日からも、北の国境へと一軍を率い遠征するとのことだが、ダリウスは必ず出陣前に兵士を鼓舞するため、酒と料理を振る舞っていた。

　これまで、十八歳未満のメイドや給仕は壮行会で働く必要はないと言われてきたが、先月十八歳になったばかりのラナは、今回から出仕するよう命じられたのだが――

　なぜ十八歳未満のメイドは、壮行会に出るなと言われているのかやっと理解した。

　荒くれ兵士たちが、女とみればいやらしい言葉を投げかけてくるからである。小さく震える小動物のようなラナを目にして、男が舌なめずりをした。

「ちょうどいい。おい、女。あとで、おれの宿舎に……」

「やめろ。ズール隊長」

　低いが、よくとおる声が、男……ズールの動きを止めた。

　長テーブルの最奥に、数段高く設置させた玉座がある。

　そこに腰かけ、長い足を悠々と組み、ワイングラスを手に持つ男がニヤリと笑う。

「こ、国王陛下……」

　ズールが一気に酔いが覚めたという風に、大人しく椅子に尻を戻す。

　ラナからは遠く離れていて、はっきりとは見えないが、国王のダリウスはかなり屈強な男であると知れた。

　黒い髪に黒い軍服。血の色のように真っ赤なビロードのマントを羽織り、椅子に座っているだけでも雄々しく猛々しい気を放ってくる。

「メイドは料理を運び、空になった皿を下げるのが仕事だ。おまえの戦いを前にして、はやりたつ心は、専門の女に鎮めてもらうがいい」

　彼がそう言うと、周囲もやんやとはやし立てた。

「国王陛下の言うことに間違いない！」

「女にモテないからってガキに手を出すなよ！」

　ズールは恥ずかしそうに頭を掻く。

「すまねえな、ねえちゃん」

　小声でそう謝られるが、ラナは身が竦んだままだ。

　ビクビクと震えるラナに、国王であるダリウスが鋭い声を投げかける。

「さっさと次の料理を持ってくるんだ。兵たちは明後日からの前線勤務に気が昂ぶっている。酒も食い物もたっぷりと並べろ」

「は、はいっ……」

　ラナは、ワインボトルを抱きかかえたまま頭を下げた。

　震える足を鼓舞し、その場から慌てて離れる。

　厨房に戻ると、メイド頭から冷たい言葉を投げかけられた。

「ラナッ！　兵隊さんたちに迷惑かけるんじゃないよ！」

「迷惑なんて……」

　メイド頭のアルマは、言い返せない性格のラナにあたりがきつい。

「黙んな！　さっさと次の料理を持っていくんだよ！　この穀潰しが！　親のいない子はダメだね。礼儀がなっちゃいない。いいわけばっかり上達して面倒なこったね！」

　忙しすぎて半分以上八つ当たりとわかっていても、守ってくれるひとのいないラナに、周囲は手厳しい。

　庇い立てをしてくれるどころか、誰もが目線すら逸らしてしまうのである。

「わたしを怒らせるんじゃないよ。あんたをこの城から追い出すことだってできるんだからね！　覚えときな！」

　そこまで言われてしまっては、ラナは返す言葉を失ってしまう。

（せめて、お母さんが生きていてくれたら……）

　そんなことを考えても、母が亡くなったという事実は変わらない。

　いつもなら、いつまでもチクチクと文句を垂れ流すアルマだが、今日はなぜか数分ですんだ。

「失礼する」

　途中で初老の侍従長バイロンが現れ、彼女になにやら耳打ちしたからだ。

「なんだって？」

　アルマが驚いた声を上げた。そのあとラナを嫌な目で見てくるから、素知らぬふりでその場をあとにしようとした。

「……次の料理を運んできます」

「お待ち。ラナ」

　アルマがニヤリと口角を上げ、ラナの華奢な肩口を掴む。

「若い娘にしかできないことがあるらしいんだ。ちょっと行ってきな」

　不穏な命令に、ラナは頭を左右に振る。

　否定の意を示したというのに、アルマはまったく聞き入れてくれない。

　意気揚々と、侍従長に向かってラナを押し出す。

「どうぞ、どうぞ。連れていってください。厨房にいても、たいした仕事はできない娘ですから」

　バイロンが深く頷くと、ラナに向かってクイと顎をしゃくる。

（ついてこいということ？　逆らうことはできないし、どうしよう……）

　彼について恐る恐る廊下を歩くと、ひとつの扉の前で止まった。

　普段は来客の控えの間として使われている部屋だ。

　バイロンが扉を開けると、むあっとした香水の匂いが鼻についた。

「入れ。あとは中にいる女に詳しく訊くがいい」

　そう言い捨てると、バタンと強く扉を閉められてしまった。

「え……？」

　部屋の中に視線を移す。そこは多くの女性たちでひしめき合っていた。

　誰もが派手なドレスを身にまとい、濃い化粧を施している。

　よく見ると脚の曲線が露わで、胸もとは大きく開いていた。

　安物のアクセサリー類を身につけたり、ウィッグをかぶったりするものもいる。

「さっさと着替えなさい。遅いとチップをケチる客しか残らないわよ」

　少し年を重ねた女性が、女の子たちに発破をかける。

「はーい。マダム。急がなきゃ！　一番金を持っていそうな男は、わたしが頂くわよ」

「言ったわね！　出し抜いちゃうから！」

　女性たちはラナに目もくれず、けばけばしいドレスの裾を翻し、小走りで横をとおり抜けていった。

　ラナは彼女たちが、どういった仕事をするのか知っていた。

　酒の席で酌をしたり踊ったり、望まれれば、そのまま寝所で夜の相手もする。そういった芸や色を売る商売の女性たちだ。

（彼女たちのお世話でもすればいいのかしら？）

　マダムと呼ばれた女性が、所在なげに立ち尽くすラナを目にして、手のひらで呼び寄せる。

「あの……わたしは、なにを……？」

「あなたひとりだけ？　まあ、いいわ。とりあえず、これに着替えて」

「え？」

　渡されたのは安っぽい生地のドレス。どこからどう見ても、先ほどの女性たちが着用しているものと同じだ。

　それだけではない。黒いレースたっぷりなコルセットやストッキング、ガーターベルトまで手渡される。

「あの、これは……」

「さっさと着替えてちょうだい。のんびりしていたら、わたしが怒られるわ」

　事態が掴めないラナに、マダムは問いたげな目を向ける。

「侍従長は、あなたにちゃんと説明しなかったの？　綺麗な服を着て、兵たちにお酌をしてもらいたいんだけど」

「聞いていません」

　ラナはドレスをテーブルの上に置くと、慌てて部屋から出て、今きた廊下を戻っていく。

　バイロンの背中に向かって、こう陳情した。

「あのっ……わたしは、メイドとしてこの城で働いているのです。男性にお酌なんて……それも、あんな派手な服を着てなんてできません」

　バイロンはピタリと足を止めて振り向くと、眉間に皺を寄せラナをねめつけてきた。

「今夜は国王陛下より女性を多めに手配するよう命じられている。しかしまったく足りないとご立腹だ。十八歳以上のメイドは、それなりの服を着て兵隊を癒やすようにとのこと」

「え……？　でも、わたしだけ……？」

　するとバイロンは忌々しいといった顔で舌打ちした。

「ほかのメイドは、みな忙しい。メイド頭が常々おまえは働きが悪いとこぼしていた。忙しいときに邪魔だとな。だから別の仕事をふったまでのこと」

「そんな……」

「命令に従えないならば王城を出ていけばいい。メイドなど掃いて捨てるほどいる」

　王城から放り出されてしまったら、ラナには住むところも仕事もない。

　泣きそうなラナに、バイロンは追い打ちをかけるようなことを言う。

「まったく……満足に働かないものほど、仕事を選ぼうとする。このご時世に身の程知らずなことだ。せめて娼婦のまねごとでもして、生き残るすべでも見つけたらいいものを」

　バイロンが口もとのヒゲを撫でつけながら、震えるラナを冷たい目で一瞥した。

「おまえがメイドだとバレたら、我々が叱責される。くれぐれもうまく立ち回るように」

　バイロンはそう言い捨てると、背を向けて騒々しい方向へと歩いていった。

（仕事ができない……わたし、そう思われていたんだ。確かに、鈍くさいし要領が悪いかもしれないけど……）

「ほうら。さっさと支度するわよ」

　追いかけてきたマダムに腕を掴まれ、引きずられるようにして先ほどの部屋に戻される。

（わたしは身の程知らずなことを言ったの……？　そんな……）

　愕然としたままのラナは、そこでこれまでしたことのないような化粧をされた。

　おしろいを塗られ、紅をさされ、目尻を黒く染められる。

　マロンクリーム色の髪を押さえ込むと、絹糸の混じったウィッグをかぶせられた。

　クルクルに巻かれた金色のウィッグは派手すぎて、ラナの幼い顔には似合わない。

　ボロボロのメイド服を脱がされ、ふんだんにレースが使用されたコルセットを装着される。

　太ももの半分くらいまでしかない短いドロワーズを穿かされ、その上から扇情的なドレスに腕をとおした。

「はい。できた。あら？　あんた意外と可愛いじゃない」

　ケープを取り払うと、鏡の中に見たことのない女が映っていた。

　ドレスは襟ぐりが大きく開いており、コルセットがなければ胸が半分見えてしまいそう。はっきり言って扇情的だ。

「わ、わたし、こんな格好恥ずかしくて……なにか羽織るもの、ありませんか？」

「商売道具を隠してどうするの。あなたは可愛いほうよ。これまで化粧とかしたことなかったのね。じゅうぶん、いいお仕事できるわ」

　狼狽えるラナの背を、マダムは容赦なく押してくる。

「大広間に行きましょう。遅くなると、女が少ないと文句を言われちゃう」

「え、でも……」

　顔を強ばらせるラナの背を、マダムがトントンと叩く。

「わたしは城下町の一等地で、フラワーフェアリーっていう宿屋兼娼館を営んでいるマリッサ。あんたは？」

「ラナです」

「ラナ。今回の件、悪かったわ。お店の女の子を全員連れてきたけど、足りないと言われちゃってね。侍従長さんに、男の扱いに慣れていて、チップを稼ぎたい娘がいないか訊いたら、純朴そうなあなたがきちゃったのよ。もう引き返せないし……困ったらうまいこと逃げなさいね」

「は、はい……」

「今回のことは恩に着るわ。なにか困りごとがあれば、わたしを頼っておいでね。借金以外のことなら、たいてい相談に乗るわよ？」

「え……」

　困りごとがあっても、娼館に行くことなどないような気がする。

　マリッサが、戸惑うラナを見て、ふふっと笑った。

「わたしも元娼婦でね。昔、信じていた男に騙されて借金背負っちゃったの。コツコツと返済したら信用されて、娼館を譲られてね……あら、やだ。真面目そうなあなたを見ていたら、つい過去の話をしちゃったわ。とりあえず頑張ってきて」

　ラナは、どうしていいのかわからないながらも、履きなれないかかとの高い靴で大広間へと向かった。

（なんとかしてこの場をしのがなきゃ……お酌だけで許してもらえるようにしないと）

　ラナが大広間に足を踏み入れると、つい先ほど料理を運んだときより、ひどいありさまになっていた。

　兵たちはみな、派手な身なりをした女性を膝の上に乗せたり、横に座らせて料理を食べさせてもらったりしている。

　屈強な軍事国家として名高いデイン王国の兵が、ここまで放埒だとは――

　ラナは、クラクラと目眩がしそうになった。

　それでも最小限の仕事だけはしなければならない。ラナは酔っ払った兵たちをすり抜けるようにして、空になったグラスにワインを注いで回る。

「おーい、ねえちゃん。おれの膝の上に乗って酌をしてくれよ」

「おいおい、こっちだ。こっちにこい」

「いや隊長の……ヒック、おれのところに……ヒック」

　ラナは必死で、傷だらけで筋肉質な腕から逃れる。

「嫌がる女をムリヤリ手込めにするんじゃない。このヘタクソどもが」

　玉座からダリウスの声が響いて、慌てて振り向く。

（もしかして、さっきのメイドだとわかって、助けてくれたの？）

　そう期待したが、どうやら、そういうわけではなかった。

　それを裏づけるかのように、ダリウスはラナに向かってニヤリと笑う。

「フラワーフェアリーの娘か？　見ない顔だな」

　ラナは初めて、国王の顔を間近で見た。

　メイドと言っても、主な仕事は下働きだ。清掃やおつかいといった雑務ばかりのラナは、高い地位のひとを近くで見ることは滅多にない。

（このかたが……ダリウス国王陛下……）

　遠目からではわからなかったが、顔に数カ所、傷痕が走っていることに気がつく。

　右の瞼から頬にかけてと、左の頬、そして額。

　はっきりとわかる大きな傷痕は三つだが、小さなものもあるようだ。

「なにをぼさっとしている。そなたの仕事はワインボトルを持って、立っていることか？」

　ダリウスにワイングラスを差し出され、ラナは慌てて玉座に向かう。

「……失礼します」

　ワインボトルを傾けると、カチカチとワイングラスにあたって嫌な音が響く。

　手が無意識に震えているのだと気づいたラナは、懸命に怯えから意識を逸らそうとした。

　しかし、どうしても兵たちが怖くて、ダリウスが恐ろしくてしかたがない。

「す、すみませ……」

　失態をおかさないように気をつけていたのに、手が震えてワインボトルが滑り落ちてしまう。

「あっ……！」

　ワインボトルが絨毯に跳ね返り、勢いよく中身をぶちまげてしまった。

　ダリウスの赤いマントを濃く染めてしまい、ラナは顔面が真っ青になる。

「申し訳……」

　すぐにしゃがみ込み、ワインボトルを拾い上げるが、すでに中身のほとんどをマントが吸い上げてしまった。

（どうしようっ……！　国王陛下がお召しになっているマントがっ……）

　恐怖で固まってしまうラナを目にして、ダリウスが黒い目を見開く。

　怒り出すかと思っていたら、その反応はまったく違っていた。

「ははは……おれの気を引こうと、あれこれ策を講じる娘は多いが……わざと失敗をする娘は初めてだ」

「わざとでは……」

「かまわん。面白い。気に入った」

　ダリウスは楽しそうに笑うと、玉座から立ち上がった。

　その拍子に、ラナの細い手首を大きな手で、がっしりと掴む。

「そろそろおれは引き上げる。みなは好きなだけ楽しむがいい」

　ラナを引きずるようにして玉座から降りると、そのまま扉へと向かっていった。

「あ、あの……」

　ラナの問いを無視し、ダリウスが足を止めると、大広間を端から端まで一望する。

「デイン王国の堅強なる盾と名高い兵たちよ。その名に恥じぬ振る舞いを心がけるように」

　よくとおる声でそう叫ぶと、兵たちは一瞬シン……と静まりかえった。

　だがすぐにニヤリと口角を上げると、さっと右手を挙げて朗らかに声を上げた。

「……つまりは、いくら専門の女性だからといって、嫌がる相手を無理強いするのは野暮ということだ。優しく口説いて、チップをたんまりはずんでやれよ。戦死したあとにも、夜の功績が残るようにな」

　一斉に兵たちが口笛を吹き、やんやと拍手する。

「明後日の出陣準備のため、明日の昼に集合。遅れたら減給だ。それまで美しい女性に、夜どおし優しくされるがいい」

（……知らなかったわ。我が国の国王陛下が、こんなにも下品だなんて）

　ラナは驚いた顔で、目の前の巨躯な男を見上げる。

　ダリウスは面白そうに笑うと、無骨な指でラナの頬にそっと触れた。

「フラワーフェアリーの娼婦にしては、やけに田舎くさいな」

「わ、わたしは……」

　娼婦ではなくメイドですと返そうとしたが、バイロンとアルマの言葉を思い出す。

『わたしを怒らせるんじゃないよ。あんたをこの城から追い出すことだってできるんだからね！　覚えときな！』

『おまえがメイドだとバレたら、我々が叱責される。くれぐれもうまく立ち回るように』

　ラナは口をつぐみ、ゴクリと喉を鳴らした。

　唇をきゅっと結ぶラナをどう思ったのか、ダリウスがまじまじとラナを凝視する。

「それとも、おれに取り入りたい公爵家の当主が送り込んできた、夜伽の女か？　まあ、いい。策だろうがなんだろうが、乗るのも一興。おれの部屋にこい」

「え……ま、待って……わたしは、お酌をするために……」

「今からそなたは、おれ専用だ。おれにだけ酌をすればいい」

「ええ？」

　手首を掴まれたまま、どんどんと廊下を歩いていく。

　あまりに大股なので、ラナは躓いて倒れ込みそうになった。

「きゃっ……」

「おっと」

　ダリウスが俊敏に腕を差し出し、ラナの華奢な身体を支えた。

　そして、ラナの手から離れたワインボトルをパシッと大きな手で掴む。

「も、申し訳……」

　彼は右腕をラナの細い腰に絡めると、左手でワインボトルに唇をあて、直接ゴクリと一口飲んだ。

　国王が、そんなマナーのない飲みかたをすると思わなかったラナは、唖然として彼の顔を見つめる。

　傷だらけの顔は、男臭いと称していいほど、すべてのパーツが雄々しかった。

　黒髪は短めで、頬の骨も少し尖っており、鼻も高い。

　だが勇壮さの中にセクシーさもあり、厚めの唇に色気を感じてしまう。

「なんだ。酌というからどれほど残っているのかと思ったら、ほとんど残っておらんではないか」

　手の甲でグイと口を拭う仕草が、ラナの目には野性的に映った。

　ぼうっとダリウスの凜々しい顔を見ていると、彼が突然ラナの唇にチュッとキスをした。

「えっ……ぁ……」

　触れるだけのキスでも経験したことのないラナは、顔を真っ赤にさせてたじろいでしまう。

　そんなウブな反応が面白かったのか、ダリウスが今度は頬に唇をあててきた。

　ラナとしては、自分は平民中の平民で、王城では最下層の立場であると思っている。

　デイン王国の最高位にあたるひとに話しかけたりしたこともなければ、こんなに近くでキスされるなんて、想像したこともない。

　だからうまく対応できなかったのだが、ダリウスは媚びてこないラナが逆に新鮮に見えたようだ。

　固まるラナの頬や唇に、なんども可愛らしいキスを繰り返す。

「ぁ……」

「面白い娘だな。ベッドの中で、どんなふうに啼くのか楽しみだ」

　そう言うと空のワインボトルを、ぽいと床に放り投げる。

「あっ……」

　割れるかと思ったがビロードの絨毯に跳ね返り、そのままゴロゴロと転がっていった。

　習性で、ついそれを拾おうと手を伸ばしたら、逆にグイと引っ張られる。

「ワインボトルが……」

「放っておけ」

　ダリウスと一緒に廊下を歩いていくと、最奥の大扉の前に見張りの兵が立っていた。

　ダリウスの姿を見ると、恭しく一礼してから大扉を開ける。

　彼は、悠々とした足取りでその向こうへ入っていくが、ラナは躊躇した。

　ラナには国王の自室を清掃する役目は回ってこない。

　それは長年勤めている熟練メイドだけが許されることで、そんな立場ではないラナは焦ってしまう。

（どうしよう、怒られちゃう）

「……国王陛下」

「なんだ？」

「国王陛下の自室に入ってもいいのでしょうか？」

　足を止めるラナを、振り返ったダリウスが不思議そうに見返す。

「おれは野外や人前でヤる趣味はないぞ？」

（……ヤるとは、どういう意味？）

　ラナは性に対し、無知というわけではない。しかし隠語などは知らないので、意味がよくわからなかった。

「あの……」

「まだなにかあるのか？」

「ワインボトルの一本もないのに、わたしはなにをお酌すればいいのでしょうか？」

　あどけなく問うラナに、ダリウスがふっと笑った。

　顔中に殺伐とした傷がいくつもあり、厳つく男らしい顔立ちだというのに、なぜだか妙な色気がある。

　屈強な男が見せる雄の魅力に、ラナはついぽーっとしてしまう。

「そなたがするべきことは、おれの心と身体を癒やすことだ」

「わたしで癒やせるでしょうか？」

「たぶんな」

　そう言われてしまっては、ダリウスの部屋に足を踏み入れるしかない。

　意外なことに、部屋の中はそれほど広くなく、わりと簡素であった。

　中央にはマホガニー製の机に、大きな椅子が配置されている。

　壁際には本棚が並び、隙間なく本が埋まっていた。

　壁も落ち着いた色味で、カーテンも地味だし、それ以外の家具はない。

（ここが国王陛下の自室……？　飾り気のひとつもない……）

　だが軍人王であるダリウスの部屋だと考えたら、それらしいと思えた。

　彼はワインで汚れたマントを脱ぎ捨てると、椅子の背もたれに引っかけた。

　ラナはワインの染みが気になって、椅子に近づくとマントを手に取りじっと見る。

「どうした？」

「ワインの染みが取れるかどうか気になります」

「メイドの仕事だ。そなたには別の仕事があろう」

「え、でも……」

　ダリウスが、そのまま隣室へと向かった。

「こっちへこい」

「は、はい」

　マントから手を離し、慌てて彼のあとを追う。

　ランタンの灯火だけが浮かぶ、薄暗い室内。そこも同じように簡素な造りといえた。

　中央に大きなベッドがあるが、それ以外は暖炉とサイドテーブル、コートハンガーがあるだけだ。

　ダリウスが、ベッドにどっかと腰をかけた。

「ふう。どうも軍服というのは堅苦しくていかん。首が詰まっているのが息苦しい」

　立て襟のホックを外し、ボタンをひとつひとつ外していく。

　上衣を脱ぐと、それを無造作にベッドの下に落とす。

　ラナは条件反射で落とされた上衣を拾い、ついた埃をたたき落として、コートハンガーに引っかける。

「さっきからやけにまめだな。最近のフラワーフェアリーは家庭的であることをウリにしているのか」

「そういうわけでは……」

「ここにきなさい」

　呼ばれて、おずおずとラナはダリウスの前に立つ。

　すると突然大きな手を伸ばされ、身にまとっている、お仕着せのはすっぱなドレスを胸もとから引き裂かれてしまった。

「なにをされるのですか!?」

　安物のドレスは、まるで紙切れのように破け、黒いレースがたっぷりついたコルセットが露わになる。

　ラナの驚愕を無視して、ダリウスは指をコルセットの胸の谷間に引っかけると、それも強引に脱がそうとした。

「やめてください！」

「なにを言っている？」

「なにをって……いくら国王陛下でもこのような無体な真似、許されるものではありません」

　緩んでしまったコルセットから、胸が丸見えになってしまう。

　慌てて両手をクロスするが、彼の手が無造作に邪魔をしてきた。

　焦ってオタオタするラナを目にして、ダリウスが楽しそうに笑う。

「おれを咎めるものが、この国にいるとでも？」

　確かに、ダリウスがなにをしようと咎めたりする男はいないだろうが、服を脱がされて抵抗しない女はいない。

「で、でも……あっ……」

「可愛らしいな。自ら服を脱ぐ女は好まないものでね。少しくらい抵抗してくれたほうが、獣を狩る気分が味わえるというものだ」

　冷酷な狩猟者のようにダリウスの目が光ると、容赦なくラナのコルセットを脱がしていく。

「ぁっ……」

　気がついたときには、ドレスとコルセットは呆気なく床に落とされ、形のいい胸が晒されてしまう。

「見ないでっ……」

「さっきから、なにをたわけたことを言っている。そなたはなんのためにここにいるのだ？」

「え？　そ、それは……お酌を……」

　ダリウスが「ははははっ！」と豪快に笑った。

「気を持たせたいのか。それとも純朴なふりをしているのか。まったく面白くないぞ、その冗談は」

　冗談のつもりではなかったので、ラナは困惑するしかない。

　ダリウスはラナの腕をぐいと引っ張ると、逞しく厚い胸に取り込んできた。

「きゃっ……」

　ワインと汗、そしてムスクの香りがラナの鼻腔を刺激する。

「さあ。さっさとおれの荒んだ心を癒やしてくれ。明後日から、また前線だ」

「あ……」

　もがくラナに言い聞かせるような口調で、耳もとに囁かれる。

「そなた、荒くれ兵たちをやけに怖がっていたな？　彼らは北の侵略者と戦うことになる。心身を鍛えたものでも、やはり死は怖い。もしかしたら女性と肌を合わせるのは今夜が最後かもしれんということで、少々理性のタガが外れている。大目に見てやってくれ」

　北の侵略者と戦うのは、軍を率いるダリウスも同じ――

　デイン王国を外敵から守るため、国王自ら一軍を率いて戦地に赴くのだ。

（心身を鍛えたものでも死は怖い……当然のことだわ。彼らはその恐怖を忘れるため、ひととき女性に癒やしを求めるのね）

　そう考えると、抵抗する気持ちが引き潮のように薄れていく。

（どうすれば国王陛下を癒やせるの？　わたしには方法がわからない……）

　そんなことを考えていると、ダリウスがラナの顔を覗き込んできた。

　薄暗い寝室の中、ランタンの灯火がオレンジ色に光っている。

　その淡い光が、ダリウスの男らしい容貌に深い陰影を落とした。

　視線が交錯してしまうと、一瞬でも目を離せなくなってしまう。

　すべての感覚を支配するような国王ならではの力強さに、ラナの身体がブルリと震えた。

「どうした？　寒いのか」

　低く男らしい声で問うておきながら、大きい手がドロワーズにかかる。

　身じろいだ瞬間、ゆっくりと形のいいダリウスの唇が重ねられた。

「んん……？」

　彼の舌がヌルリと口腔に入ってきて、やっとこれが口づけだと理解した。

　熱く滑る舌が、ラナの口の中を掻き回してくる。

「……は、んんっ……ぅん……」

　初めて異性と口づけを交わすラナは、口腔がこんなに感じやすい器官だとは知らなかった。

　ヌルヌルとダリウスの舌が擦りつけられるたびに、ゾクゾクと身体が震えてしまう。

　滑った舌は口腔内を縦横無尽に動き回った。

　歯茎や頬の裏、口蓋に歯列。舌の根まで、ありとあらゆる場所が、ダリウスの肉厚で熱い舌に浸食される。

「ぁ……はぁ……んんっ……」

　ヌルついた舌が、なんども口腔を擦ってくるたび、意識が朦朧としてしまう。

　なにも考えられないほど、恍惚とした気分になっていく。

「あん……ぁ……んんっ……」

　丈の短いドロワーズだけの格好で、ラナは逞しい身体に抱きしめられ、熱情を帯びた口づけをこれでもかと受けていた。

　そのうち、彼の大きな身体が華奢なラナを巻き込むようにして、押しつけられる。

　ベッドに仰向けの体勢で倒されると、ラナは清潔なリネンシーツの上であられもなく身悶えてしまう。

「ふっ……んんっ……ふぁっ……あん……」

　クチュクチュと淫らな水音を立てて、吸い合う唇からも、触れあっている部分からも、じわじわと焦れた疼きが込み上げてくる。

　お互いの舌先を捏ね回すと、そこからジンとした疼きが走った。

　これまで感じたことのない愉悦に、どうしたらいいのかわからなくなってしまう。

　焦れた身体をなんとかしたくて、ダリウスの腕にしがみつく。

「可愛い仕草だ。名は？」

　彼が少しだけ唇を離して、そう問いかけてくる。

　しかしラナは、ほんの少しの距離でさえ気持ちのいい唇と離れがたくなり、無意識に舌を伸ばす。

「……はぁ……んん……ふぅ……んん……」

　ふっとダリウスが笑うと、物欲しそうなラナにこんなことを言う。

「名前だ。言いなさい。でないと口づけを与えてやらんぞ」

　言われた内容は意地悪なのに、口調は甘く優しかった。

「ラナ……」

「ラナ。愛らしいそなたに合った名だ。今夜は何回でもその名を呼んでやろう」
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　低くて甘い彼の声が、じわりと心に染みこんでくる。

（名前が可愛いなんて言われたことない。……それに、一晩中名前を呼んでもらえるなんてことも……）

　ダリウスは再び、薄紅色に染まった小さな唇に口づけると、ヌルヌルと舌を絡め始めた。

　ラナの孤独な心に、優しい恩情が入り込んでくる。

「ふっ……ぁあ……んんっ……ふぁ……ぁ……ん」

　息も絶え絶えになるほど執拗に舌を探られ、意識が飛びそうになってしまう。

　長い口づけが終わった頃、ラナの息ははぁはぁっと上がっていた。

「はぁ……ふぁ……ふぅ……んん……」

　荒々しいのに優しい口づけを与えられ、言葉にできない快感に全身の力が抜けていく。

　ラナは唇を半開きにし、サクランボのような赤い舌を覗かせながら、あられもない格好で震えていた。

「ふぅっ……ぁあんっ……んんっ……」

　小さいが形のいい胸を晒し、口づけに酔うさまは、あまりに可憐な色気があった。

「男を煽るのがうまい。素朴な外見でも、そこはフラワーフェアリーの娘ということか」

　ダリウスが昂ぶった股間を押しつけながら、ラナの耳もとで低く囁く。

　すると、口づけで感度のよくなったラナの身体が、ブルリと震えた。

「あ……ぁんっ……」

　小さな嗚咽を漏らすと、ドロワーズの上からいやらしく太ももを撫で回される。

　大きくて温かい手のひらに、よりいっそう心が燃え上がってしまう。

　潤む目で手の主を見つめると、ダリウスがニヤリと笑った。

「おれの唇で、そんなに気持ちよくなってくれるとはな。琥珀アンバー色の目が、蕩けたハチミツみたいになっているぞ」

　そう言うとチュッと耳朶に口づけられ、もっと触れてほしいという欲望が湧き上がる。

　優しく触れてほしい。

　愛を語ってほしい。

　逞しい胸に抱かれて守られたい――

　心に巣食う孤独を癒やすような行為は、その先をラナに期待させてしまっていた。

　もっとダリウスに優しくされたいと願うのは、いけないことだろうか。

（そんなこと、考えるまでもないのに……だって、このかたは国王陛下……）

「口づけだけでそこまでの快感を示してくれたら、男としても本望というところだな。ラナの身体すみずみまで愛してやろう」

　低くて男らしいのに、艶を帯びた声に、ラナの自虐に満ちた心が悦びで震えてしまう。

　ダリウスはその言葉を証明するように、ラナの華奢な身体に舌を這わせ始めた。

　首の下から喉にむけて、なんども舌をヌルヌルと這わされ、息が止まりそうになる。

　ときおり白く滑らかな柔肌を唇で挟んで強く吸い上げるから、クラクラと目眩がしそうになった。

　それでも愛されている悦びで嬉しくなり、潤む目でダリウスを見つめる。

　ラナの視線に気がついたダリウスが、首を傾げた。

「手慣れた娼婦とはまったく違った演出だな。おれの好みではあるが……そこまで情熱的な目を向けられると、本気にしてしまいそうになる」

　掠れた声でそう言うと首筋をカリッと甘噛みし、チクチクとした痛みを与えたあと、優しく舌で舐め上げた。

「ぁあ……んんっ……はぁ……んんっ……」

「感じやすい身体だ。ラナの身体、すべて舐めてやろう」

　ビクビクと身を跳ねらせ、屈強な身体の下で身悶える。

　すると衣越しからもわかる筋肉で覆われた大きな身体が、ラナの華奢な身体を閉じ込めた。

　三倍くらいの体重がありそうな身体なのに、まったく重くはない。

　ダリウスが膝を立てて、強くのしかからないように注意しているのだろう。

　抱きしめたまま、彼の手がドロワーズを脱がせていく。

　気恥ずかしさはあるが、ダリウスが首筋をずっとと舐めているので、すぐに気がそっちにいってしまう。

　ラナが戸惑っている間にも、ドロワーズがするりと爪先から脱がされてしまった。

　ダリウスの黒い髪が小さな顎を擦り、唇がラナの乳房に落ちてくる。

「あんっ……そ、そこは……」

　生温かい口腔に、薄紅色の乳首がすっぽりと包まれてしまう。

　チュウッと強く吸い上げられ、腰がビクビクと震えてしまった。

「ダメ……そんなところ、吸っちゃ……」

　ラナの抗う言葉を遮るように、舌先でチロチロと突起を刺激しながら、ダリウスが話し出す。

「ここは男が吸う場所だろう？　こうやって……」

　ダリウスが激しく舌先を動かして、乳首を小刻みに震わせたり、弧を描いて突起の周りを舐めたりする。

「愛撫してやると、硬くなる。ほら、こんなふうにな」

　形のいい唇が、キュッと強く突起を食んだ瞬間。

　ピリピリとした強い刺激に、ラナの細腰が浮き上がってしまった。

「で、でも、あ、赤ちゃんの……」

　ラナの知識では、乳首というものは母親が赤ん坊に乳をやるために咥えさせることはあっても、男がいやらしい舌の動きをさせ舐め上げたり、唇で食んだりするものではないとなっている。

　それなのにそんな考えなど意味がないとでもいうように、ダリウスの舌が激しく動き、乳首を執拗に責め立ててきた。

「まずは男だ。次に赤ん坊だな。その順番は変わらん」

　自分勝手な主張を突きつけたダリウスは、ラナの右側の乳房を唇と舌で愛撫し、左側の乳房は手のひらをあてて揉み上げた。

　彼の親指と人差し指で乳首をクリクリと捏ね回され、ラナの華奢な身体に両方の乳首から微弱な電流が流れる。

「そんな、あんっ……ぁあんっ……はぁ……」

（国王陛下がそう言うなら……そうなの？　ダメ、わからない……考える気が失われちゃう……）

　息を乱しながらも彼の愛撫に身を任せていると、とうとうダリウスが両手をラナの乳房に添えて、激しく揉みしだいてきた。

「はぁんっ……ぁあっ……」

　揉みながら、両方の乳首を交互に舐めていく。

　右の乳首を舌でヌルヌルと舐め、左の乳首は唇で食み、そしてまた右の乳首に移動すると、ガリッと歯を立てる。

「……っぁあっんっ！　ぁあっ……はぁんっ……！」

　ダリウスらしい荒っぽい愛撫に、ラナの身体が衝動でビクビクと打ち震えた。

　すると両足の奥からなにかが溢れ出してしまい、シーツにいやらしい染みができる。

　ダリウスが淫らにうねる腰と両足を目にして、クスッと笑った。

「なんと淫乱な身体だ。おれがちょっと胸を可愛がったくらいで、ここまでよがるとは。最初はおぼこくて、どうしたものかと思ったが、こんなに感じやすい身体なら楽しめるというものだ」

　ラナは自分が淫乱だと思ったことはない。

　だがダリウスの口づけや胸への愛撫であられもなく感じてしまい、もしかしたらそうなのかもしれないと考えてしまう。

（だって……だって……こんなの、初めてだもの……）

　無意識に手を伸ばし、屈強な身体を抱きしめてしまう。

　するとダリウスの唇と手の動きが速くなった。

　クチュクチュと熱い口腔で乳首を吸い上げられ、胸をやわやわと揉まれ、もう息も絶え絶えになる。

「ぁあっ……んんっ……はぁっ……っ……」

　思わず無意識に彼のシャツを引っ張ってしまうと、プチッと音がしてボタンが飛んでいった。

　ピンッと弾けたボタンが、ラナの頬にあたる。

「すまん、すまん。どうやらラナの愛らしさに我を忘れてしまったようだ」

「……っ……？」

　ダリウスは上体を起こして膝立ちになると、シャツのボタンをひとつひとつ外していった。

　手首のボタンも外してしまうと、バサリと勢いよくシャツを脱ぐ。

　するとラナの目の前に、筋肉で覆われた身体が現れる。

「あ……っ……」

　異性の身体を間近で見たことのないラナは、雄々しい男性美に目が眩みそうになる。

　サイドテーブルに置かれたランタンの薄暗い光の中、ダリウスの屈強で剛健な身体が浮かび上がった。

　首は筋張りしっかりと太く、厚みのある広い肩。

　二の腕も筋張って、筋肉がしっかりとついている。

　胸筋と腋下から流れる流麗な腰のラインは、雄々しさの中にセクシーさも含まれていた。

　その逞しさと力強さに、ラナの喉が隆起し、ゴクリと息を呑む。

「どうした？　呆気にとられた顔だな。おれの身体が醜いか？」

「え……？」

　醜いわけがない。男の美を集約したら、こんな身体なのではないかというくらいに美しい。

　だが、彼の身体をよく見たら、顔と同じように、傷が縦横無尽に走っていた。

　醜いというのは、この傷を指しているのだろうか？

（そんなこと思うわけがないわ。だって……）

　ダリウスは、世間では「恐怖の軍人王」と国民に恐れられているが、その反面頼りがいのある国王として名高い。

　それは彼が、単に玉座に座って偉そうにしている国王ではないからだ。

　有事のさい自ら軍隊を引き連れ、すぐに戦地へと向かう。

　彼の手腕により被害が最小限におさまることも数多く、そのまま現地にとどまり復興にも精力的だという。

　だが「恐怖の」と言われるには理由がある。

　軍事国家を束ねるには、それ相応の厳しさがある。

　ダリウスは犯罪や法を遵守しないものには、徹底的に厳しかった。

　ときには恐ろしい裁定をすることがある。だがそれらは、すべてデイン国民のためであることが多い。

　貴族や顕官、有力者であろうと、悪行を働いたならば、容赦なく処罰を科す。

　それゆえに彼は、国民から多大な支持を得ていた。

　そんな偉大な男が負った傷を、醜いなど思うはずがない。

　だからラナは彼の言葉を否定したかった。しかし、そのタイミングを失ってしまう。

　ダリウスがトラウザーズのフロントをくつろがせ、中から滾った肉棒を取り出す。

「ひっ……」

　初めて目にする男性器に、ラナは怯えに似た感情を抱いてしまう。

　凶器のようなそれが、ラナを蹂躙し、激しく責め立ててくると無意識にわかっているからだろうか。

「そう怖がるな。ここまで傷はないぞ？」

　確かにそれには傷がない。しかし一番凶悪で強そうな気がした。

　それにラナは、傷痕に驚いているのではない。まがまがしいまでの肉茎に怯え、おののいているのである。

　怖いのに、どうしてもそれに目がいってしまう。

　黒々とした繊毛から伸びる太く硬そうな肉棒には、青黒い筋がいくつも浮き、隆々と伸びている。

　くびれはしっかりとした段差がつき、その先は大きく膨らんでいた。

　先端のつるりとした部分は横に一本線が入り、少し滲んでいる。

　ダリウスはトラウザーズと下穿きを一緒に脱いでしまうと、ぽいっとベッドの下に落としてしまった。

　お互い一糸まとわぬ姿になってしまうと、ラナは恥ずかしくてモジモジしてしまう。

「さあ、ラナの身体を可愛がる続きをしよう」

　ダリウスがラナの両足首を掴むと、大きく割り広げる。

「あっ……や……ん……」

　秘所を無防備に曝け出す体勢になり、ラナは腰を浮かせて抵抗した。

　すぐに彼の大きな身体が入り込んできて、足を閉じられなくしてしまう。

　ダリウスはラナの胸だけでなく、腹部や太もも、果ては足の爪先まで唇と舌を這わせていく。

（そんな……国王陛下という立場のおかたが、わたしの足の甲を舐めるなんて……）

　それどころか、もっと驚愕するようなことをされてしまった。

　ラナの両足の間に顔を近づけ、秘所の奥に潜む媚肉や花芯を舐めまくったのである。

「ぁあっ……っ……ひゃぁ……んんっ……ぁあんっ……」

　ラナの内股は、淫らな愛蜜でびっしょりと濡れている。

　ダリウスの淫猥な舌に翻弄され、身体中が淫蕩の熱で制されてしまった。

「ぁあっ……んんっ……あぁっ……！」

　あられもない嬌声を上げるラナを目にして、すっかり興が乗ったダリウスは、もっと執拗に陰部を責め上げる。

　ラナは身体が痺れるくらいに感じてしまい、仰け反るほど反応してしまう。

「……あ、あぁっ……っ……！　だめぇっ……あぁっ……っ……！」

　ガクガクと身を震わせて快感を示すと、ガクリと背中からベッドに沈み込んだ。

「あっ……ぁあっ……！　んん……」

　快感に意識が揺れる中、身体に籠もる熱をどうにかしようと、はぁはぁと荒い息を吐く。

　ダリウスが上体を起こし、今まで舐めまくっていた秘所に、自分の昂ぶった股間を押しつけた。

「え……？」

　濡れそぼった膣の粘膜を押し拓いて、膨れ上がったダリウスの欲望が押し込まれていく。

　ラナが凶器のように思えた大きな肉棒は、やはりそのとおりであった。

　濡れた肉膣をこじ開けるように、ダリウスの腰が弧を描く。

「くっ……うっ…んんっ……ぁあっ……！」

　どっしりとした質量のある熱い棒が、膣筒の中でドクドクと脈打っている。

　強引に隘路へと挿いり込み、狭い襞を肉茎の太さまで引き延ばし、腰をユルユルと動かされた。

　ラナは身体を引き裂かれるような痛みに、もう咽頭から声も出なくなる。

「あ……ぁ……ぁあ……」

「狭いな。あまり経験がないのか？」

　不思議そうな顔でそう訊かれるが、ラナは返答できない。

　耐えがたい痛みと、意味のわからない質問に、もうどうしていうのかわからなかった。

　ただ初めて拓かれる膣の痛みに耐えきれず、意識せず腰を引こうとする。

　しかしダリウスの大きな手が伸び、ラナの華奢な腰をしっかりと捉えてしまう。

　逃げることもかなわず、そのまま彼の肉棒がラナの膣深くまで挿入しようとする。

「ぁ……っ……うっ……」

　狭隘な肉筒が、逞しい男芯によって埋め尽くされていく。

「もっと身体の力を抜きなさい」

　痛みに意識が囚われているラナには、彼の言葉が入らない。

　華奢な身体をビクビクと引き攣らせ、なにをどう言われても身体に妙な力を入れてしまう。

「ラナ」

　ダリウスが低い声で名を呼ぶ。

　はっと意識を彼に向けると、目と鼻の先に男らしく端整な顔があった。

　涙が滲む目尻に、チュッとキスをされる。

「そんなに怯えるな。おれの傷が怖かったんだろう？　たいがいの女性は剣傷を恐れるからな。しかし安心しろ。ラナに手荒な真似はしない」

　ラナが堪えているのは、彼への恐怖ではない。ましてや傷痕なんて、もっと怖くない。

　しかしそうと言うには、下腹の疼痛があまりにつらい。

　フルフルと顔を左右に震わせ、目から溜まっていた涙が幾筋も流れたとき。

　ダリウスの舌先が、ラナの頬を舐め上げた。

「そなたの涙は辛いな」

　掠れた低い声に、ラナの下腹の奥がズクンとなる。

　結合部から、滑ったなにかが溢れるような気がして、ブルリと震えが走った。

　ラナの変化を敏感に察知したダリウスが、ラナの頬をなんども舐め、優しい声をかける。

「おれの身体が醜ければ目を瞑っていればいい。不敬などとは思わんぞ」

　醜いなんて思っていないのに――

　否定の言葉の代わりに、そっと彼の逞しい二の腕を掴む。

　そんなラナをどう思ったのか、ダリウスの腰がユルユルと動き始めた。

「はぁっ……ぁっ……んんっ……」

　容赦なく膣を貫いた肉棒が、ズルリと抜けようとした瞬間、女の本能でギュっと膣襞を引き締めてしまう。

　反対に、引きずり出された肉棒が押し込まれた瞬間、痛みで全身が引き攣った。

「……い、痛っ……ぁっ……」

　苦しげな喘ぎを上げるラナを不審に思ったダリウスは、少し上体を起こして、肉棒の根もとを確認した。

「血……？」

　泡立った愛蜜に混じって、うっすらと赤い液体がダリウスの男性器に絡んでいる。

　眼下で辛そうにしているラナを見下ろす。

「無垢の乙女が、なぜフラワーフェアリーに……？」

　ダリウスの問いにラナは反応しない。

　ただ与えられた痛みを必死でやりすごそうとしているだけだ。

　ダリウスは、ゆっくりと腰を進めると、上体を屈めそっとラナの身体を抱きしめた。

「ここからは優しく抱いてやろう。だから、もう泣くな」

　ダリウスの温情が込められた低い声に、またしてもラナの下腹の奥がキュンと軋んだ。

（あ……不思議……痛いのに……なんだか……）

　けっして痛みが、どこかにいくわけではない。

　しかし、ダリウスの欲望や感情、肉棒に宿る熱も。

　情欲に満ちた息づかいも、野性的な腰つきも。

　なぜだか、彼のすべてが愛おしく思えてくる。

　すると子宮の奥から蜜が溢れて、彼の肉棒の動きをスムーズにさせた。

　彼が引き伸ばした肉筒から、濡れた肉棒を引きずり出すと、ズチュリと愛蜜の泡立つ音がする。

「あんっ……っ……！」

　痛いのに、苦しいのに。

　彼の荒ぶった脈動が抜けていくと、とたんに寂しくなってしまう。

　再び最奥まで押し込まれると、処女だった膣が痛みで引き攣り、視界が真っ赤になるほど苦しくなる。その繰り返しだ。

　痛みで苦しいが、動きを止めてほしくなかった。

　傷だらけになって国家を守ろうとする恐怖の軍人王が、今はとても愛おしいから――

「あっ……はぁっ……んっ、んんっ……！」

　ダリウスがラナの様子を窺いながら、腰の動きを少しずつ速めていく。

　雄々しさの中に艶めかしさも含まれる黒曜石の目が、ラナだけを見つめていた。

　もう彼のことしか考えられなくなってしまう。

「あっ……んんっ……はぁっ……！」

　悲鳴のような喘ぎ声に、少しだけ情欲の色が混じる。

　ダリウスはラナの感じるところを探り出そうと、硬く膨れ上がった亀頭で、膣壁をグリグリと掻き回した。

「ひゃっ……ぁあんっ……あぁっ……やっ……」

　ラナが感じている場所を見つけると、しばらくそこばかりを責め立てようとした。

　そうされるたび、背中を反らして痛みと鈍い疼きに堪える。

「やっ……ぁあっ……ぁんっ……あぁんっ……！」

　ダリウスの腕を掴むラナの指に、ぐぐっと力が籠もる。筋肉の塊みたいな身体でも、強く握れば痛いかもしれない。

　それでも彼はなにも言わなかった。ラナの好きなように掴ませてくれた。

　噴き出す愛蜜で濡れそぼった隘路に、みっちりと肉棒が埋め尽くされる。

　リズムよく抜き差しされ、ラナの子宮奥深くがジンジンと痺れてしまう。

　迫りくる熱情と、込み上げてくる痺れに、脳芯が溶けていきそうだ。

　彼が腰を動かすたび、鍛え上げられた胸筋がラナの乳房を擦り、どうにかなってしまいそうになる。

「ぁんっ……やっ……ぁあっ……んんっ……」

　痛みを凌駕する快感が、下腹の奥から湧き上がってくる。

　激しい愉悦で、意識が蕩けてしまう――

「んんっ……あぁっ……ぁあんっ……はぁっ――」

　痛いのに、苦しいのに、もっと突き上げてほしいという欲求で、ラナの心が満たされる。

「ぁあんっ……はぁっ……んっ……もっと……」

　ダリウスが荒い息を洩らし、腰を揺らしながら問いかける。

「もっと？　なんだ？」

「んんっ……ひゃぁ……あんっ……もっと、欲し……」

「こうか？」

　開かれた両足の間で、逞しい腰が激しく前後する。

　恥骨に彼の股間が、臀部にはぶら下がった大きな陰嚢がピシャピシャとあたる。

　ラナのすべてを責め立てるような腰の動きに、意識が飛んでいってしまいそう――

「ああっ……ぁあっ……いいっ、いい……もっと……」

　背中を弓なりに反らしてビクビクと総身を震わせると、頭部からなにかがズルリと抜け落ちてしまう。

「……なんだ？」

　その異変にラナは気づかず、ダリウスの熱棒にひたすら酔う。

　ふっとダリウスが薄く笑うと、上体を屈めてラナの頬にキスをした。

「マロンクリームみたいな髪の色に、ハチミツ色の瞳か。どこもかしこも甘い娘だな。そなたは」

　ラナは、被っていた金髪のウィッグが取れてしまったことに、まったく気がつかなかった。

　ひたすら媚肉を押し拓き、硬い亀頭で肉筒を突き回してくる肉棒に翻弄される。

　ひどく感じる膣襞をゴリッと擦られ、形のいい乳房を突き出して仰け反ってしまう。

「あぁっ……そ、そこはっ……ぁあっ……」

「ここがいいのか？　もっと突いてやる」

　ダリウスが喜々として腰をいやらしく動かすと、ラナの感じるところを執拗に責め立ててきた。

　ラナの理性や感情が、もう崩壊寸前だ。

　ダリウスの熱い脈動が抽送されるたび、グチュグチュと泡立った愛蜜がふたりの結合部から流れ出る。

　もう痛みよりも愉悦のほうが大きかった。

　今ラナを苛むのは、恍惚感とダリウスへの想いだけだ。

「もっと、欲し……いっ……あなたの……」

「いいぞ。受け止めろ」

　ダリウスが縦横無尽に腰を振りたくり、膨れ上がった熱い男芯でラナの肉筒を擦り上げた。

「あぁっ……ぁっ……！」

　熱い白濁の飛沫が、ラナの胎内に噴射される。

　ビクビクとダリウスの腰が震え、ズシンと子宮の最奥まで亀頭が押し込まれた感覚だ。

「ひゃうっ……っ……！」

　衝動で身を震わせるラナの華奢な身体を、ダリウスが下肢を繋げたまま抱きしめてくる。

「いいこだ。ラナ。おれの欲望を全部飲み込め」

「……ぁあ……んん……ふぁ……」

　汗でしっとりとした皮膚越しに、ダリウスの激しく高鳴る心音が伝わってくる。

　ムスクと汗と精液の匂いが混じって、ラナの意識が官能に制されていく。

　そのまま彼の腕の中で気を失ってしまったラナは、国王のベッドで、すうっと寝入ってしまった――

















第二章　国王陛下のプロポーズは市場の外れで












　ラナの目が覚めたとき、ベッドの中には誰もいなかった。

「わたし……」

　ここがダリウスの部屋であることはわかるし、昨夜行為の後に寝入ってしまったこともわかる。

　しかし、どうして起こされなかったのだろうという点がわからない。

　国王のベッドで寝入ってしまうメイドなど、本来なら不敬罪で捕まってもおかしくないのではなかろうか。

（……国王陛下は、わたしをメイドだと知らないものね。でも娼婦だって同じだと思うんだけど）

　見るとラナの身体は清められ、さっぱりと綺麗になっていた。

「……国王陛下が？　まさか」

　しかし、誰がラナの身体を拭いたのかなど、わかるはずもない。

　ゆっくり起き上がり、ベッドから降りようと爪先を床につける。

「いっ……」

　下腹あたり、子宮の奥がズキズキと痛んだ。見ると内股が、少しだけ血で汚れている。

　破瓜の出血であることが容易に推測でき、慌ててベッドに目を向けた。

　そこにも血が広がっていて、ラナは真っ青になってしまう。

「国王陛下のベッドを汚してしまうなんて……」

　条件反射で洗わないといけないと考え、慌ててシーツを引き寄せる。

　それよりも皮膚が冷たい空気に触れ、自分が裸であることにようやく気がついた。

　落ちていたけばけばしいドレスを拾い上げ、慌てて着用する。

　だがドレスの胸もとが大きく破けていたことに気づくと、普段身に着けることのないコルセットの存在を思い出して、それを先に身体に着けた。

　大理石の床には、被っていたはずの金色のウィッグが落ちている。

「わたし……ウィッグがズレちゃってたんだ……」

　ということは、ダリウスに娼婦の変装をしていたことがバレてしまっていることになる。

（メイドだと知られて、アルマさんやバイロンさんに怒られないかしら）

　とりあえずウィッグを被り、隣の部屋へと赴く。

　そこもシーンとしており、ダリウスはいなかった。

　外から野太い声が聞こえたので、カーテンを少しだけ引いて、そっと窓から覗いてみる。

　王城の居住区の最上階は三階なので遠くまでは見渡せるわけではないが、城壁の外にたくさんの兵が待機している光景が見えた。

　軍服をきっちりと着込んで、肩からファーのマントを羽織っているダリウスが、大股で中庭を歩いていく。

「確か……昼には点呼と言っていたような……」

　はっと大事なことに気がついて、周囲をキョロキョロと見回す。

　時計の短い針は、昼の十二時を示していた。

「もうこんな時間？　怒られちゃうわ！」

　慌ててダリウスの部屋から出ると、そこに警備兵が立っていた。

　ラナの顔を見て、ぎょろりと睨みつける。

「わ、わたしは……その、昨夜……」

　警備兵は、ラナが下働きのメイドだと気づかないようで、冷ややかな顔を向けてきた。

「フラワーフェアリーの連中なら、とっくに王城を去ったぞ。置いていかれたようだな」

「そ、そうですか……」

　俯いて顔に影を落とし、金色のウィッグで隠れるようにする。

「失礼します……」

　とぼとぼと廊下を歩き出すと、背後から警備兵が声をかけてきた。

「正門は出陣の準備でごった返している。出ていくなら裏門を使え」

「は、はい……」

　ラナは小さく頭を下げ、急ぎ階段を下りると、そのままメイド部屋へと駆け込んだ。

　住み込みで働くメイドのための部屋は、王城の地下にある。

　薄暗く、ジメッとした湿気のこもった辛気くさい部屋に、五人のメイドが寝泊まりしていた。

　ありがたいことに、仕事中だからか部屋には誰もいない。

　ほっと安堵すると、急いでドレスを脱ぎ、ウィッグを取る。

　それらを隠すようにしてベッドの下に放り込むと、急いでメイド服に着替えた。

　慌てて厨房に足を踏み入れると、案の定アルマに怒鳴られる。

「ラナッ！　どういう了見だい？　仕事をサボるなんて、なに考えてるのさ！」

「わたしは、その、昨日……」

「このウスノロが！　罰として大食堂の掃除はあんたひとりでやりな！　誰も手伝うんじゃないよ！」

　あまりの言われように、ラナは泣き出しそうになる。

　しかしアルマは震えるラナを一瞥することなく、忙しそうに厨房の中を見回りし始めた。

　しかたなく箒やバケツ、雑巾を持って、とぼとぼと大食堂へと向かう。

　大食堂に続く廊下も汚れたままだった。床には空のワインボトルや、割れたグラス、皿が散乱し、食べ残しも飛び散っている。

　当然大食堂も同じような状態、いやもっとひどいありさまであった。

「ここを、ひとりで掃除……」

　ラナは午後いっぱいをかけて、大食堂の後片付けをした。

　アルマが周りに言い聞かせたせいか、誰も手伝ってはくれなかった。

　ラナは身体よりも心のほうが悲しくて辛くて、止まらない涙を何回も拭いながら掃除をした。
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　その日の夜――

　凍えるように冷たい水でひたすら食器を洗っていると、横でしゃべっているメイドたちが下世話な話をし始めた。

　なんでも明日に出陣を控えているダリウスが、再びフラワーフェアリーの娼婦たちを呼び寄せて、数人をベッドに引き入れているらしい。

「我が国の国王陛下は精力的よねえ。商売女だけじゃなく、わたしたちにも声をかけてほしいものだわあ」

「ヤダ。エイミーったらなに言ってるのよ。わたしらみたいな最下層のメイドなんて、お呼びじゃないわよ」

　彼女たちが楽しそうに噂話をしている横で、ラナはダリウスの行動に小さな胸がズキズキと痛んでしまう。

（昨夜はあんなにも、激しく求めてくれたのに……）

　ラナは窓の外から、空に浮かぶ月を見上げた。

　プラチナ色をした三日月が冷たい光を放ち、夜空にぽっかりと浮いている。

（国王陛下の胸にしなだれかかり、優しく愛を語らってもらえる女性が、この月の下のどこかにいるのね。……そしてそれは、別にわたしでなくてもいいのだわ）

　アルマが洗い場に入ってくると、今の今まで会話をしていたエイミーたちが、突然態度を変え、皿洗いを始めた。

　だがアルマが怒鳴ってくる相手は、なぜかラナだけである。

「ラナッ！　あんたは午前の仕事をサボったからね！　残りの皿は全部あんたが洗いな。ほかのメイドは、もうお休み」

「はーい。アルマさん。お休みなさーい」

「あとはよろしくね。ラナ」

　ほんの数分前まで、ただしゃべっていただけのエイミーたちが、クスクス笑いながら洗い場を出ていく。

「明日も仕事は山積みだからね！　今朝みたいにサボったりしないよう、きっちり見張らせてもらうよ！」

　そう言い捨てると、アルマはフンッと鼻を鳴らして出ていった。

　ラナはひとり寂しく残りの汚れた皿を洗い終えると、物音を立てずに廊下を歩き、静かにメイド部屋へと戻る。

　すでにメイド仲間は眠りについていた。

　窓のない地下の部屋からは、美しい月を見ることもできない。

　ラナは沈み込む気持ちを持てあましたまま、静かに横たわる。

　ベッドの中で、ぼんやりと昨夜のことを思い返す。

　あれは、一夜の夢だった――

　屈強で逞しい男に、骨が軋むほど抱かれた。

　低い声で愛を囁かれ、ねっとりと唇と舌で愛撫され。

　荒々しくも繊細な愛撫に、身も心も翻弄された。

　初めての行為に恐ろしいほど女の部分が痛かったが、それでも愛された悦びのほうが大きかった。

　すべてうたかた。メイドのラナには、二度と訪れない至福の時間。

（ばかね、わたしったら……国王陛下は出陣前のひとときを、女性に慰撫してもらいたかっただけなのよ。誰でもいいの。現に今夜は誰か違う女性がベッドにいるもの……）

　そう。別の女性が――

「うっ……ふっ……ぅ……」

　そう考えただけで、意識せず涙が溢れ出てしまう。

「うう……ん。うるさい……」

　漏れる嗚咽に、誰かが寝言のような文句を言う。

　声が漏れないよう、自分の手で自ら口を塞ぐ。

　それでもダリウスへの想いが胸の奥から咽頭をとおって、溢れ出そうになる。

（出陣される前に、ひと目でいいからお会いしたい。危険な戦場から、無事ご帰還くださいとお伝えしたい……）

　ダリウスが、ラナ以外の女性と戯れているのだとしても――

　それでも彼への想いが消えるどころか、もっともっと深まっていく。

　ラナは精一杯声を抑えて、ひとりベッドの中で泣き濡れるしかなかった。
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　ダリウスが出陣し、約三ヶ月――

　最近のラナは、体調がひじょうに優れなかった。

　胃のあたりがムカムカして、気持ち悪い状態がここ数日続いている。

　吐き気が込み上げてくるときもあり、すっかり食事が取れなくなってしまった。

　ときおり目眩もするし、足下がおぼつかないときもある。

　それでも不調を訴えでもしたら、アルマに仮病だ、ズル休みだと騒がれるのが辛くて、なんとか身体に鞭打って耐えていた。

「ラナッ！　今日の掃除は終わったのかい？」

「いえ……まだ……」

　視界がグルグル回って、立っていられないほどの不調である。

　明らかにラナの顔色は悪く、さすがに遠巻きに見ていたほかのメイドたちも心配そうな目を向けてきた。

「グズすぎて泣けてくるよ！　死んじまったあんたの母親も役立たずだったけど、あんたはそれに輪をかけて役立たずだよ。あーあ、やっかいなガキを残してくれたもんだ」

　ラナのことを悪しざまにののしるのは我慢できる。

　しかし、亡くなった母のことまで悪く言われるのは我慢ならなかった。

　気の弱いラナだが、そこだけはアルマを許せないと思える。

「わたしの母は役立たずなんかじゃありません」

「は？　なんだって？」

　言い返さないと思いこんでいたラナが、そうはっきりと口にしたので、アルマの右瞼がピクピクと震える。

　ラナは、いつも笑みを絶やさずテキパキと働く母の姿を、脳裏で思い描く。

　優しく抱きしめてくれて、頬にキスをしてくれて。

　狭いベッドで一緒に寝て、子守歌を歌ってくれて……そんな母を悪く言われるのだけは我慢ならない。

「確かにわたしは鈍くさいかもしれませんが、母はそんなことありませんでした。亡くなった母を悪く言わないでください。そんな……死人を足蹴にするような真似は、ひととしてすべきじゃありません」

　震える声で懸命に訴えるラナに、アルマは頭に血がカーッと上ったらしく、顔を真っ赤にさせた。

「なんだってんだい！　この生意気なガキがっ！　誰に向かって……」

　アルマが手を上に振りかぶって、ラナを平手打ちしようとしたその瞬間。

　ラナの咽頭に酸っぱいなにかが、せり上がってきた。

「っうっ……ぐぅっ……！」

　ラナは込み上げた吐き気に耐えきれず、その場でしゃがみ込み嘔吐してしまう。

「な、なんだい!?　あんたっ……」

「うぐっ……」

　はぁはぁと肩を上下させ、吐いているラナを、アルマが強ばった顔で見下ろす。

「あんた……もしかして……子を孕んだのかい？」

「え……？」

「最近食が落ちたと思ったんだ。腰回りも少しふっくらしたし……」

（妊娠――？　この吐き気は、つわりということ？）

　愕然とするラナに、アルマが怒鳴り出す。

「なんて身持ちの悪いふしだらな女だろうね！　一体誰の子を孕んだんだ？　下男かい？　それとも警備兵をたぶらかしたのかい？　なんとも股の緩い女だね！　ああ、もう！　働けなくなるなら、この城から出ていってもらうよ！」

「そんな……わたし、行くところが、どこにも……」

「知ったこっちゃないよ！　誰か！　ラナの荷物をまとめて取ってきな！　この王城から放り出してやる！」

　本当に妊娠したというなら、間違いなく腹の子の父はダリウスだ。

　ラナに娼婦のふりをさせて壮行会に向かわせたバイロンならば、説明すればわかってくれるかもしれない。

　ラナは慌てて侍従室へ行き、バイロンに妊娠したらしきことと、その父がダリウスであると告げた。

　するとバイロンは顔を真っ青にさせて、ラナを激しく罵倒した。

「こ、この大嘘つきが！　国王陛下のお子を宿したなどと……とんだペテンだ！　恐ろしい……」

「嘘でもペテンでもありません！　バイロンさんならご存じのはず。壮行会のときに……」

　バイロンは目をギリッと細めると、口を醜く歪ませた。

「なんの話ですかな？　そのようなことは知りませんぞ」

「え！　だ、だって……」

　知らないわけがない。なぜなら、あれはバイロンの指示で……と考えたとき、あの事実をなかったことにしようと画策していると悟った。

（ひどい……じゃあ、わたしはどうすればいいの……？）

「まったく……国王陛下の遠征中に、そのような嘘を吹聴するなど、許されざる行為であるぞ」

　バイロンは汚物でも見るようにラナを睨みつけると、警備兵を呼びつけてこう命じた。

「このほら吹きを、王城から追放しろ！」

「嘘じゃありません！　本当です。お願い、信じて！」

　ラナがどれだけ訴えても、誰もなにも信じてくれなかった。

　荷物と一緒に、王城の門から放り投げられる。

「きゃあっ……」

　門番兵が、跳ね橋の上に倒れ込むラナをねめつけた。

「侍従長から聞いたぞ！　ダリウス国王陛下の子を宿したなどと嘘をついたんだってな。二度と王城に近寄るんじゃない」

「う、嘘じゃ……」

　懸命に説明しようとするラナに、門番兵は目を眇める。

「ダリウス国王陛下は、ご自分が前線でいつ命を落とすかもしれないということを憂慮され、あえてご結婚をされないんだ。遊ぶ相手は必ず商売女と決まっている。メイドなんぞにお手つきされるわけがない」

　その商売女にラナが扮したから……と説明して、どこまで信じてもらえるだろうか？

　だが説明前に、ガチャンッ！　と大きな金属音を立て城門が閉められてしまった。

　それどころか、門の上方にある楼門部屋から警備兵がわめき立ててくる。

「さっさと跳ね橋を渡れ！　モタモタしていたら堀に落ちるぞ！」

　ラナはぶちまけられた荷物をすべて取り上げると、慌てて跳ね橋を渡る。

　渡りきるかきらないかのタイミングで、跳ね橋がギギギ……と軋む音を立てて上がった。

（せめて国王陛下に直接お会いできたら……でもしばらく遠征からお帰りにならないし……）

　楼門の門番兵は堀の向こう側で立ち尽くすラナを一瞥することなく、城壁の内側に消えてしまった。

（どうしたらいいの……？　これから……）

　手のひらを、そっと下腹部にあてる。

　膨らみのまったくない自分の腹。そこに小さな命が宿されているとはわからない。

　すでに王城の城壁を守る警備兵にも連絡がいっているようで、ラナは野良犬のように追い払われた。

　行くあてが見つからないまま、とぼとぼと城下町へと続く街道を歩く。

（わたしには知り合いがいない。……当然頼る先も。のたれ死ぬしかないのかな……）

　数時間ほど、歩いただろうか。

　足が棒のようになってしまい、ラナは街道の茂みに身を潜めるように座り込む。

　王城内ではいつでもビクビクと怯えて暮らしていたので、自分の存在を隠せる場所があると安心してしまう。

（城下町に働き口があるかな？　なかったら……どうやって育てていこう……）

『わたしは城下町の一等地で、フラワーフェアリーっていう宿屋兼娼館を営んでいるマリッサ』

　ふと、そんな言葉が脳裏をよぎる。

　知り合いとも顔見知りとも言えないような相手だが、城下町で頼れそうなひとは彼女しかいない。

（宿屋で雇ってもらえるよう頼み込むのは……迷惑かな……）

『今回のことは恩に着るよ。なにか困りごとがあれば、わたしを頼っておいで。借金以外のことならたいてい相談に乗るよ？』

　ラナはマリッサの言葉を信じて、意を決し立ち上がった。

　ムカムカとする胃をなだめ、再び街道をひとり歩いていく。

　幼い頃、母に守られたさまざまな思い出が心に蘇る。

「この子だけは、わたしが守らなきゃ……」

　その気持ちだけで、永遠とも思える石の街道を歩いていった。






　§§§






　王城を追い出されてから、七ヶ月後――

　ラナは玉のような男の赤ちゃんを出産した。

　明るい日差しの中、小さく皺だらけの赤ん坊が元気そうな産声を上げる。

　黒い髪に黒い目をしたその子に、ラナはセルシュと名づけた。

「おお、よしよし。なんてハンサムな赤ん坊だろうねえ」

　産着にくるまれた小さなセルシュを抱き上げるのは、マリッサだ。

　出産の疲れでヘトヘトのラナに変わって、産湯につけたり、あやしたりしてくれている。

　ラナはベッドの中でぐったりとしながら、マリッサがセルシュを抱く姿を目にして、思わず泣きそうになった。

　王城から追い出されたときは、どうなることかと思った。

　なんとか無事に出産することができて、本当によかった。

　目を伏せ、ラナはあの日のことを回顧した――

　ラナは、人づてにフラワーフェアリーの場所を聞き、豪奢な屋敷の扉をノックした。

　見知らぬ派手な女性が出てきて、ラナは娼婦希望と勘違いされてしまう。

　薄汚れた身なりと幼い容貌に、あわや追い返されそうになってしまった。

　マリッサの名を出して、ようやく取り次いでもらうことができた。

　当然マリッサは驚き、埃まみれのラナを訝しげに見てくる。

　それでも彼女は、ラナをフラワーフェアリーの中に入れてくれた。

　やっと身体を休めることができたラナは、これまでの経緯を洗いざらい彼女に説明した。

　マリッサは、ラナがダリウスの相手をしたことと、一回の情交で子をなしたことにたいそう驚いた。

「まさか……これまでは、そんなこと……あなたと国王陛下の相性がよかったのかしら？　……あっ、もしかして避妊具をつけていなかったとか？」

「避妊具……って？」

　きょとんとするラナを見て、マリッサは腕を組むと、うーんと低く唸った。

「悪かったわ……あの夜は忙しすぎたし、あなたが途中でうまく逃げ出すと思っていたのよ。ここまで、なにも知らないとは……」

「すみません。なにも知らなくて……」

　俯くラナに、マリッサが慌てて言葉を付け足す。

「謝らないで。謝るのはわたしのほう。ああ……本当に悔やまれるわね。それで？　王城を追い出されて、あなたは行くあてがないのね？」

　ラナは小さく頷いた。

「マリッサさんが宿屋兼娼館を営んでいるとおっしゃっていたから、宿屋で働かせてもらないかと考えて、頼ってここまできました。わたし、王城ではメイドの仕事をひととおりしていました。食事の支度からベッドメイキングまでなんでもできます」

「え？　それは……」

　マリッサが思ってもみなかったというふうに、驚いた顔をする。

　突然現れて働かせてくれなんて、確かに図々しいと思う。

　それも、社交辞令みたいな挨拶ひとつを頼ってきたなんて、彼女からしたら迷惑だろう。

　しかし、ここで断られたら、もうラナには行くところがない。

「お願いします。わたし、なんでもやります！　せめて、この子が生まれるまで……」

「待って、待って。ちょっと落ち着いて……」

　マリッサが身を乗り出して懇願してくるラナを、優しくなだめる。

「断るつもりはないわ。ちょっと驚いただけよ。娼館で下働きをしたいというひとのほうが少ないからね。こっちからお願いしたいくらいだわ」

「働かせてもらえるんですか！　ありがとうございます。よかった……」

　両手で下腹を押さえ、ほっと安堵の息を漏らす。

　そんなラナをマリッサはまじまじと見返してきた。

「あなた、堕胎しないつもりなの？」

「堕胎？　赤ちゃんを堕ろすという意味ですか？　いいえ。産むつもりです」

　ラナは両手で守るように下腹を押さえる。

「わたし天涯孤独なんです。この子がいれば……どんな辛い人生でも、生きていけるような気がする」

　それに、初めて男性に優しくされたあの夜の思い出を失いたくない。

　一夜限りの夢だったが、心の支えにして生きていこうと思う。

「……それにしても、国王陛下の御落胤だなんて。あなた、けっしてそのことを口外してはダメよ？」

「言うつもりはありませんけど……」

　王城では、アルマもバイロンも、ラナがダリウスの子を宿したことを信じてくれなかった。

　それどころか、ほら吹き、嘘つき呼ばわりされてしまった。

　あんな猜疑に満ちた冷たい目を向けられるくらいなら、二度と口にしないほうがいいだろう。

　しかしマリッサは、ラナとは別のことを危惧した。

「絶対にダメよ。国王陛下は、まだ独身だもの。もし後継者がいると知れたら、さらわれたり、暗殺されたりするかもしれないわよ。下手をしたら、国王陛下自身が不穏の落とし種を始末するかもしれない」

「さ、さらわれる!?　暗殺!?　不穏の落とし種だなんて、そんな……」

　物騒な言葉に、ラナの背筋がゾクリと震えてしまう。

「そうよ。上位貴族たちの権力争いに巻き込まれてしまうかもしれない。誰にも言っちゃダメ。あなたの子が国王陛下の御落胤であることは、わたしとあなただけの秘密」

「はい……わかりました」

　マリッサが、大きくふうと嘆息した。

「あとね、ここは宿屋といっても普通のそれじゃないの。娼館でしょ？　買った娼婦とよろしくヤるための宿なのよ。あなた、それでも働けるの？」

　宿屋だろうが娼館だろうが、働かせてもらえるだけでありがたい。

「はい。働かせてください」

　ラナの目に宿る決意の炎に、マリッサも肩を竦めて苦笑する。

「いいわ。寝泊まりするところもないんでしょ？　わたしの部屋に小さなベッドを入れるから、そこで暮らしなさい」

　働き場所どころか、寝る場所まで提供してもらえて、ラナは彼女に心から感謝を示した。

「ありがとうございます！　マリッサさん！　本当に……助かりますっ！」

「マリッサでいいわ。明日からよろしくね」

　ラナはマリッサと、強く握手をした。

　嬉しさのあまり握った手の甲に涙が落ちて、慌てたマリッサに慰められる。

　その日は彼女の厚意でゆっくりと休ませてもらい、翌朝から早速ラナは働いた。

　食事の用意に、部屋掃除。情交の後始末に、娼婦たちの世話。

　ラナは、頼まれたらなんでもやった。

　避妊具や堕胎薬を医者のもとへ買いにいくこともあったし、ひどく汚れた部屋も嫌がらずに掃除した。

　そして宿屋を経営しているマリッサは、とても情け深く、なにかと気を配ってくれた。

　少しでも体調が悪ければ休ませてくれたし、出産間際になると立ち仕事やおつかいも減らしてくれた。

　以前本人から聞いた話だと、彼女も元娼婦で、男に騙され借金を背負ったが、頑張って働き全額返済したという。

　そんな苦労をしたからだろうか。マリッサは、働く娼婦たちやラナにとても親切であった。

　腹が大きく出っ張っても、買い物くらいなら行けると訴えたが、マリッサは笑って返す。

「あなたはこれまで、とても献身的に働いてくれたわよ。出産までの数週間は大人しくしていなさい」

　ラナにさまざまな面で手助けされてきた娼婦たちも、マリッサの言葉に同意した。

「そうよ、そうよぉ。元気な赤ちゃんを産みなさいよ。マダムは優しいからねえ、しばらくゆっくり養生するといいよ」

「なによ、アンタが一番ラナに迷惑かけてるくせに。ラナがいないと、なーんにもできないじゃないの」

「なによぉ、アンタだってアタシと似たようなもんじゃない。この間、お風呂で身体洗ってもらったでしょ？」

　娼婦たちはみな気さくで、ラナに優しかった。

　アルマを除いた王城のメイドたちは、みなあからさまな悪口は言わないが、誰もが冷たかった。

　しかしマリッサの館の娼婦たちは、みな言動が少々荒っぽかったりラナから見て不躾だったりするが、性根のいいひとばかりだ。

「大丈夫よ、姐さん。背中くらい洗ってあげる」

　ラナがクスクス笑ってそう返すと、娼婦たちはみな嬉しそうな顔をした。

　そしてラナは、優しいひとたちに見守られ、可愛い男の子赤ちゃんを産む――

　娼婦たちは、ラナの出産に浮き足立ち、赤ちゃんをひと目見ようと仕事の合間に押し寄せてくる。

「可愛いねぇ。ちっさい手だよ。ああっ、アタシの手を握ってくれた！」

「本当だ。可愛い。あっ、笑った！」

　彼女たちの大半は、堕胎を経験している。そのせいか、ラナの赤ん坊に特別な思い入れがあるようだった。

「姐さんたち、ありがとう。早く働けるようになるからちょっと待っててね」

　赤ん坊に触りたくて集まった彼女たちに、心からの礼を言う。

「無理しちゃダメよ。ラナ」

「ありがとう……マリッサ。姐さんたち……本当にありがとう……」

　娼館のみんなは、産着だ、小さい靴下だと、ラナの赤ん坊にたくさんのプレゼントをくれた。

　産後のひだちがよかったラナは、彼女たちの親切に報いたくて、すぐに娼館の仕事に戻った。

　赤ん坊が泣いたら娼婦の誰かが教えてくれたり、手の放せないときは代わって面倒を見てくれたりする。

　そうやって、みんなの優しさに包まれ、ラナはセルシュをすくすくと育てることができた――






　§§§






　二年の歳月が経ち――

　ラナはセルシュを連れて、市場バザールへと買い物に出向いていた。

　セルシュは幼いながらも手足が長く、骨つきもしっかりしているせいか、普通の二歳児より動きがよかった。

　ラナと一緒に買い物へ行けるくらいには、歩けるようになっている。

「まーま。かいもーかいもー」

「そうね。セルシュ。おやつでも買ってあげましょうね」

　市場はここ数ヶ月、とても活気があった。

　三年前に北の国境で起こった領土侵略を、三ヶ月前に国王であるダリウスが無事平定したからだと言われている。

　市場は食材や日用品以外にも、情報を仕入れる格好の場であった。

　特に野菜の露天商を営むサムスは、マリッサの店の常連客でラナとも顔見知りである。

　食材を選ぶついでに、彼とさまざまな世間話をした。

「へえ。国王陛下が王城へお戻りになったの。それで最近市場に活気があるのね」

　サムスはタマネギとジャガイモを天秤に載せながら、次々と知っている情報を教えてくれた。

「王城で凱旋祝いが毎夜開かれているってさ。野菜の仕入れが間に合わないよ。肉屋をやっている友人のとこなんか、仕入れた肉はすべて王城の料理人が持っていっちまうそうだ。牛も羊も豚も、ありとあらゆる肉をさ」

「まあ。じゃあ今日は肉が手に入らないかしら」

　サムスはいたずらっ子みたいな表情で、ラナにウィンクする。

「角にあるポールの肉屋なら、ちょっとばかり商品を残しているはずだ。おれからの紹介だって言えば、分けてもらえるよ」

「ありがとう！　助かるわ」

　ラナは片手を口もとにあて、小さな声でサムスに話しかける。

「姐さんたちに伝えておくわね。今度サムスさんがお店にきたら、いっぱいサービスしてちょうだいって」

「へへ……頼むよ」

　サムスは照れくさそうに頭を掻くと、籠に載っている野菜を次々紙袋に移していく。

「凱旋してからの国王陛下は、相変わらず精力的だってよ。毎夜、商売女を呼び寄せては励んでいるってさ。マリッサの店にも声がかかっているんじゃないか？」

「……どうかしら」

　実のところ、王城からマリッサに幾度となく娼婦の派遣依頼がきている。

　しかし事情を知っているマリッサは、損とわかっていながらすべて断っていた。

　詳しいことを知らない娼婦たちも、マリッサの頑なな態度に、なにかあると考えたようで口を出してこない。

　しかしラナには懸念があった。断り続けていては、そのうちマリッサの店が不興を買うかもしれないのではと。

（どうしよう……マリッサたちに迷惑かけたくないし……）

　そんなことを考えていると、目の前に並べられた野菜に目がいった。

「あら？　この葉野菜、食べちゃダメよ。なぜ混ざっているのかしら？」

　ラナは、ツヤツヤした葉の野菜を指した。

　一見新鮮な葉野菜に見えるが、人間が食べると中毒症状を起こす草である。

「本当かい!?　珍しい外国産の野菜だっていうから、とりあえず少しだけ仕入れてみたんだよ」

　ラナはそれをひとつ残らず取り上げると、葉の表、裏をまじまじと検分する。

「外国産は外国産だけど野菜じゃないわ。これは花の葉っぱなの。とてもよく似ているから、間違って食べるひとがいるのよ。でも毒が入っているから気をつけて」

　ポールは、その葉の束をラナから受け取ると、急いで台の下に隠した。

「そうかい。ありがとうよ。これ、礼代わりのリンゴ。坊やに食べさせてやってくれ」

　店主はにっこり笑うと、ラナの手をしっかりと握っているセルシュにリンゴを手渡した。

「あーとぅー」

　セルシュはにっこり笑い、サムスに舌っ足らずな礼を返す。

「相変わらず賢そうだねえ。セルシュ君だっけ？　将来が楽しみだ」

　まだあまりしゃべることはできないが、セルシュはみなの人気者であった。

　黒曜石のような艶やかな黒髪に、意志の強そうな黒い目。

　愛らしい顔立ちだが、全体的に整っていて、将来ハンサムになると言われている。

　ダリウスの面立ちをしっかりと受け継いだセルシュは、誰が見ても血筋のいい子だとわかってしまう。

　周囲のものはみな、上位貴族に手をつけられたラナが、本妻の怒りを買って放逐されたと推測していた。

　だから気を遣って、セルシュの父親について尋ねてくるものはいなかった。

「そういや移動遊園地に、芸をする動物がきているってねえ。見に行ったかい？」

　サムスが、ひとのよさそうな笑顔をセルシュに向ける。

　セルシュもにっこりと笑って答えた。

「おうましゃ、みた」

「そうかい、そうかい。馬を見たのかい」

　買い物の少し前、市場の外れで開催している移動遊園地の近くまで行ってみた。

　入園料を払う金がなかったので、遠目からしか馬を見ることはできなかったが、セルシュは「おうましゃ、おうましゃ！」と喜んでいた。

「数週間は滞在するらしいぞ。楽しみだな」

「うんっ！」

　サムスに手を振って、その場から離れる。

　ラナとセルシュがポールの肉屋へ足を運ぶ途中、遠目に巨躯な人物を目にした。

　雑多な人混みの中、その人物はフードマントを頭からすっぽりと被って立っている。

「……っ？」

　ラナは直感で、その人物が誰かわかってしまった。

　セルシュを抱き上げ、リンゴをバスケットに移してしまうと、慌てて踵を返す。

　瞬時に、マリッサの言葉が脳裏に浮かび上がった。

『国王陛下は、まだ独身だもの。もし後継者がいると知れたら、さらわれたり、暗殺されたりするかもしれないわよ。下手をしたら、国王陛下自身が不穏の落とし種を始末するかもしれない』

（こんなにひとが多いんですもの。それに、このあたりなら、わたしのほうが道に詳しい……逃げ切れるはず。大事なセルシュを始末されてたまるもんですか！）

「まぁま？」

　突然母が焦った顔をしたので、セルシュが驚いている。

「セルシュ。少し黙ってて」

　ラナはセルシュを抱きかかえたまま、人混みの中を駆け抜けた。

「あっ、りんごぉ」

「あとで買ってあげるから！」

　リンゴだけでなく、途中買ったばかりの野菜も、いくつかバスケットから落としてしまったかもしれない。

　それでもかまわず、雑踏をかき分けるように走った。

　セルシュが重くて、バスケットが邪魔で、走りにくい。

　建物の角を曲がったところでセルシュを下ろし、ヨタヨタと壁にもたれかかった。

「はぁっ……はぁ……」

「まぁま……？」

　セルシュが不安そうな顔でラナを見上げる。

「セルシュ……」

　ラナは彼の黒髪を撫でると、手を繋いで急ぎここから抜けようと、あたりを見回した。

（このまま裏通りの道をまっすぐ進んで、フラワーフェアリーに戻ろう……）

　一歩足を踏み出した、そのとき――

「捜したぞ。ラナ」

　顔を隠すようにフードを目深に被った長躯で屈強な男が、裏通りの先に立っていた。

「あ……」

　男が、フードをはらりと後ろにずらした。

「二年……いや、三年ぶりか。会いたかったぞ」

「国王陛下……」

　男らしい顔に走る縦横無尽の傷痕。黒い髪に黒い目。高い鼻梁に形のいい唇。

　三年前となんら変わらないその容貌に、ラナの心臓は爆発しそうなくらい高鳴っている。

「どうして……市場に国王陛下が……」

　彼は軍服ではなくシンプルなシャツとトラウザーズ。そして裾の長いフード付きマントを羽織っていた。

　ダリウスが大股でラナに近づいてくる。長く筋肉質な手を伸ばす動きが、セルシュを捕まえようとする動きに見えた。

　ラナはしゃがみ込むと、愛しい息子を両手でぎゅっと抱きしめる。

「この子を奪わないでください！」

　ダリウスの足が止まり、そのまま手も下へと下ろされる。

「ラナ」

「お願いです。この子だけは……殺さないで……」

「なにを言っている？」

　低く男らしい声が、ラナに投げかけられる。

　恐る恐る見上げると、ダリウスは眉間に皺を寄せ、口を微妙に歪ませていた。

　怒っているというより悲しんでいるように見えてしまう。

「なにを……とは……」

　てっきり、下々の女が産んだ子など認めないとばかり、葬りにきたのだと思った。

　しかし、よく考えたらラナが自分の子を出産したと、ダリウスは知らない。

　ラナからすればダリウスは初めて情交した相手で、セルシュの父親であるとわかっているが、彼からしたらラナは単なる一夜限りの女でしかない。

　それもあの日は、金色のウィッグを被っていたはずだ。なぜラナだとわかったのか……と考えたところで、ウィッグが床に落ちていたことを思い出す。

（彼はわたしを、出陣前に抱いた娼婦であるとわかっている。でも……一体、なんのために追いかけてきたの？）

　ラナの疑問は、すぐに彼が答えを言ってしまった。

「おれは、そなたと子を迎えにきたんだ」

「迎え……？」

　ダリウスが、ラナを怯えさせないよう、ゆっくりと近づいてくる。

　ラナとセルシュの前までくると、腰を屈めじっとセルシュの顔を覗き込んだ。

　すると突然、セルシュが大声を出した。

「このっ、このっ！　わりゅい、あくとーめ！」

「悪党だと？」

　ダリウスの眉間に、嫌な皺がくっきりと刻まれる。

　不敬な言葉に、恐怖の軍人王が怒って処罰したらどうしようと焦ってしまう。

「セ、セルシュ。黙って……」

　しかしセルシュは、母を怯えさせる男に容赦がなかった。

「こわいかお！　むこう、いって！」

「怖い顔……ねえ。おれと似ているそなたが言うのか。はは……」

　ダリウスは、セルシュの脇の下に差し入れると、ひょいと抱き上げてしまった。

「あっ……！」

「勇敢な子だ」

　ラナが見ても、おそらく第三者が見ても、ダリウスとセルシュは親子だとわかるだろう。

　髪や目の色だけでなく、顔立ちもそっくりである。

「黒い髪に黒い瞳。……驚いたな。この子は紛れもなくおれの子だ」

　その断言とも近い確固たる口調に、つまらない言い逃れなど通用しないとラナは悟る。

「あ……」

（知られてしまった……もうダメだ。逃げられない……）

　どうなってしまうのだろうと、そのままヘナヘナと地面に座り込んでしまう。

　ダリウスは片手でセルシュを抱っこし、反対の手を差し出した。

　そしてラナの不安に反して、明瞭な口調でこう言った。

「ラナ。可愛い子どもを産んでくれてありがとう。頼む、おれと結婚してくれ」

「は……？」

　ラナはダリウスがなにを言っているのか、さっぱり理解できなかった。

（礼を言われたのはわかるけど……ええ？　頼むって言ったの？　国王陛下が、わたしに頼むって？　そのうえ結婚……？）

　呆然としたまま立ち上がれないでいるラナを目にして、彼は苦笑した。

　細腰に腕を回し、丸太でも抱えるように持ち上げられる。

「きゃっ……」

「まぁあ、さわりゅな！」

　セルシュが泣きべそをかきながら、小さな拳でダリウスの顔をポカポカと叩く。

「おっと、危ないな」

　ダリウスはラナを立たせると、暴れるセルシュをラナに返してきた。

　慌てて愛し子を抱きしめると、セルシュがぎゅっとラナの胸にくっついてくる。

「うぇぇぇんっ……まぁま、まぁま！」

「大丈夫よ。セルシュ。泣かないで」

　背中をトントンと叩いてあやしていると、ダリウスが愛おしそうな目をし、感慨深げに呟いた。

「おれの息子はセルシュというのか。……いい名だ」

　信じられないほど柔らかい声のダリウスを、ラナは見返す。

（本気なの……？　ありえないわ。だって、わたしは平民で……）

　ラナは頭を左右にフルフルと振った。

（マリッサに口酸っぱく言われたじゃない！　セルシュが国王陛下の落とし種だと知られたら、命を狙われるかもしれないって！）

　そう簡単に信用してはならない。ラナはそう心に固く誓った。

「国王陛下。申し訳ございませんが、わたしの息子は国王陛下のお子では……」

「さあ、王城に戻るぞ」

「は？　あの……」

　ダリウスはラナの華奢な肩を守るように抱きしめると、そのまま歩いていこうとする。

「お待ちくださいっ……わたしは……」

「そなたは、おれの心に住み着いた、ただひとりの女性だ。そして……」

　ラナの腕に抱かれている黒髪の子を目にして、厳つい顔が少し緩む。

「そなたが産んだのは、紛れもなくおれの子。おれは、ふたりを幸せにする権利がある」

　権利――？

　ラナは足を止めると、ダリウスの腕を強く振り払った。

「ふざけないで！」

　巨躯で屈強な男と、子連れの小柄な女。

　路地裏とはいえ、言い争う光景は通りすがりのひとびとの目を引いたようだ。

　なにごとかと、わらわらと野次馬が寄ってくる。

「今頃現れてなんだというの？　わ、わたしは、ふしだらな女の烙印を押されて、王城を追い出されたのよ！　身ひとつで……娼館のみんなに助けてもらってなんとかこの子を産めたわ。わたしはこれからも、セルシュとふたりで慎ましく生きていくの！」

　ラナはかまわず、大声でダリウスに思いの丈を叩きつけた。

　これまで耐えてきたことのすべてを、彼にぶちまけたいと思ったからだ。

　小さくて大人しそうなラナが、そこまで声を荒げるとは思わなかったのだろう。ダリウスが黒い目を見開き驚いた顔をしている。

　自分でも驚くくらいの激昂に、胸のうちに抑え込んでいた苦しみや悲しみが溢れ出てしまう。

「あなたには、なんの権利もないわ！　苦しいときに、遠くへ行っていたくせに！　今になって父親だなんて言わないで！」

　国王が相手であるとはわかっていたが、どうしても言わないと気がおさまらなかった。

　だがダリウスは、怒り出すわけでも呆れるわけでもなく、冷静な面持ちでラナを見返してくる。

　滅多に大声など出さないラナは、はぁはぁと息があがってしまう。

　腕の中で、セルシュが小さく震えているのがわかった。

　泣きそうになるラナに、ダリウスが低い声で語り出す。

「……おれは、そなたの出産のときには戦地へ赴いていた。妊娠を知っていれば、おれだけでも急ぎ前線から戻ってきたことだろう。我が子の出産に立ち会うために」

　真摯な口調と顔つきでそう言われ、ラナは驚きで身を強ばらせる。

　信じられないとばかり頭を左右に振るラナに、ダリウスは言い聞かせるように言葉を続けた。

「出征の前日まで、そなたを捜し出したくて、フラワーフェアリーの女性を集めたくらいだからな。残念だがそなたの姿はなく、おれはそのまま戦地へ赴かねばならなかった」

「あ……」

　出陣前夜、ダリウスが再びフラワーフェアリーの娼婦たちを呼び寄せていたというのは、ラナを捜してのことだというのか。

「おれは前線で戦いに明け暮れているときも、マロンクリーム色の髪にハチミツ色の目をした女性を、デイン王国の娼館片っ端から捜すよう指示を出していた。しかし、なんど報告の手紙を受け取っても、そこにはそれらしい人物は見つからないと書かれているだけだった」

　デイン王国の娼館片っ端から――？

「じゃあ、フラワーフェアリーの派遣依頼も……？」

　ダリウスが深く頷く。

「そなたに、もう一度会いたくてな。……いない可能性のほうが高いとわかっていたが、おれは些細な情報でも欲しかった」

　些細な情報でも欲しかったとまで言われて、ラナの胸が押されたように痛む。

「わたしは、娼婦では……」

「ああ。そなたは娼婦にしては、不慣れすぎた。それで、もしや……と考え、凱旋後すぐに王城を管理する侍従長に、三年前のことを確認した」

「侍従長……バイロンさん……？」

　ラナの目に怯えの色が浮かぶ。

（わたしをムリヤリ娼婦に仕立て上げたバイロンさん……あのひとに訊いたって、本当のことを言うはずが……）

「最初はしらばくれていたが、強く締め上げたら真実を話したぞ。壮行会でメイドのひとりを宴会場に送り込んだとな。おれが夜伽を命じたことまで侍従長は知っていた」

　ラナの脳裏で、バイロンの暴言がまざまざと蘇る。

『こ、この嘘つきが！　国王陛下のお子を宿したなどと……とんだペテンだ！　恐ろしい……』

「じゃあ……わ、わたしが、あなたの子を妊娠したってことも……」

「ああ。彼の口から洗いざらい吐き出させた」

　あのとき、ラナはわかってもらいたくて必死で訴えた。

　だがバイロンは、真実を知っていたのに、訴えを退けた。

（ひどい……ペテンとか、ほら吹きだとか……）

　怒りでガクガクと身体が震えてしまう。そんなラナを心配そうにセルシュが見上げていた。

　大事な息子に心配をかけたくないが、今はそこまで考える余裕がなかった。

「メイド部屋にそなたの情報が残っていないかと、すみからすみまで調べさせた。するとベッドの下から、埃にまみれた安っぽいドレスや金色のウィッグが出てきてな。そのベッドは昔、ラナというメイドが使っていたとメイド頭が教えてくれた」

　メイド頭と聞き、ラナの胸がもっと痛くなる。

　真っ青な顔色のラナを目にして、ダリウスが気まずそうに黒い髪をカリカリと掻く。

「そなたにも言い分はあるだろう。しかし、おれにもそのような言い分がある。だから……」

　ダリウスが手のひらを、頭から移動して、ラナの目の前にすっと差し出した。

　狼狽えるラナに、神々しいまでの笑みを向ける。

「おれと一緒に王城にきてくれ。これからの人生を、ともに歩もう」

「お断りします」

　ラナは即決で断ると、踵を返して彼から離れようとした。

「待ってくれ！　ラナ！」

　セルシュを抱っこしたままラナが急いで大通りに出ると、そこは出店が並ぶ賑やかな市場。

　顔見知りの店主や、買い物を楽しんでいる友人がたくさんいる。

「誰か……助けて……！」

　ラナが助けを求めると、みななにごとかと集まってくる。

「どうした！　ラナ！」

「ラナちゃん、セルシュちゃん。どうしたの？」

　ダリウスはフードを深く被り、単独で行動していた。

　おそらく、ひと目を忍んでラナを捜していたのだろう。ここで騒ぎになるのは、本意ではないはずだ。

「へんなひとに追いかけられているの！　助けて！」

　ラナが指を指した方向には、確かに得体の知れない大男が立っている。

　みな、このあたりでは見かけないとばかり、ざわついた。

「おい！　ラナになんの用だ！」

「ラナちゃんはアタシたちの大事な友人よ！　消えな！」

　これでダリウスはどこかへ去っていってくれるはず。そう思っていたのに――

　ダリウスは勢いよくマントを脱いで、空中に向かって放り投げた。

　彼を目にした群衆が、はっと息を呑む。

　黒い髪に黒い目の偉丈夫が、威風堂々と立っている。

「おれはデイン王国の国王、ダリウスだ！」

　硬質だが、どこまでもとおる声で、彼が叫ぶ。

　周囲が驚きで固まっていると、ダリウスが続けて声を張り上げた。

「おれはラナを王妃に迎えるため、ここまで迎えにきた。悪いが誰も邪魔しないでくれ」

　その場にいるひとたちの視線が、一斉にラナへと集まる。

（嘘っ……まさか、そんなことを言うなんてっ！）

　ぎゅっとセルシュを抱きしめるラナに向かって、ダリウスが真摯な声で告げる。

「ラナが抱きしめているのは、おれの息子だ。賢明なるデイン王国の民よ。どうか、おれの妻と息子をこの手で抱かせてくれ！」

　群衆から、おおっと感嘆の声が上がる。

　ダリウスの言葉に感銘を受けたもの、ひやかしの口笛を鳴らすもの。

　心配そうにラナに向かって、いろいろ問いかけてくるもの。

　ラナは頭がゴチャゴチャになって、どうしていいのかわからない。

　しかし、そこはやはり国王のなせる業なのか。

　あっという間に群衆の心を掌握したダリウスに、このままでは連れていかれると悟ったラナは、彼に向かってこう告げた。

「で、では、よき夫として、手本となる父親としての姿を、わたしに見せてください。そしてわたしを惚れさせてください。であれば、わたしはあなたと結婚します」

　立場をわきまえないラナの不敬な要求に、周りも驚いた顔をする。

　だがダリウスだけは違っていた。

「いいだろう！　おれは、よき夫として、よき父親として、そなたを幸せにしよう。そして必ず惚れさせてみせる。任せろ！」

　握った拳を大きく振り上げて、ダリウスがそう叫ぶ。

　するとその昂然とした宣誓に感動した群衆が、割れんばかりの拍手をおくった。

　さすがとしか言いようがない。ダリウスは一瞬で、この場全員の心を掴んでしまったのだから。

「国王陛下ばんさい！」

「ラナ王妃！　ばんざい！」

「めでたいことだ！　セルシュ王太子ばんざい！」

　気の早いひとたちが、そんな風に叫ぶ。

　市場へ買い物にきたときは、こんな運命が待ちかねているとは露ほども想像できなかった。

　ラナは自分の運命が一八〇度変わってしまったことに、喜びよりも戦慄を感じていたのである。
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　ダリウスに手首を掴まれ、そのまま市場の外れへと連れていかれる。

　ラナはとてつもなく疲弊し、抵抗する意欲をすっかり失ってしまった。

　セルシュを抱っこしたまま、ダリウスに引っ張られていく。

　ダリウスはもう身分を隠す気などなくなったようで、顔を晒したまま歩いていった。

　周囲のひとたちは、ダリウスの行く手を遮らないようにし、海が割れたように左右に控えると、恭しく頭を下げていく。

「……どこへ行くのですか？」

「この近くにある厩舎だ」

（厩舎？　馬？　なぜ、そんなところに……）

　腕に引っかけているバスケットの中を見ると、中身は半分ほどに減っていた。

（買ったお野菜、どこかに落っことしてきたみたい……肉屋にもいけなかったし……）

「どうした？　なにを気にしている」

　ラナは肩越しに振り返ってそう訊いてくるダリウスに、抑揚のない声で答えた。

「……買い物の途中でした。マリッサになんて言おうか悩んでいます」

　恨みがましい口調でそう言うと、ダリウスが楽しそうに喉を鳴らして笑った。

「あとで山ほどの肉や野菜をフラワーフェアリーに届ける。そなたは息子と一緒におれとともに王城へきてくれ」

「無理です。わたしが急にいなくなったらマリッサたちが困ります」

「安心しろ。フラワーフェアリーには伝えてある」

　こともなげにそう言われて、ラナは意味がわからず焦ってしまう。

「どういう意味ですか？」

　ダリウスの説明はこうだ。

　ラナが三年前までメイドだったと知ったダリウスは、行方を捜すため手がかりを調べようとした。

　そしてまず思いついたのが、フラワーフェアリーであったとのこと。

「王城を追い出されたそなたが向かうのは、どこだろうと考えてな。案の定、フラワーフェアリーだけが頑なにおれの呼び出しを拒んだ。それで確証を得るため、直接出向いたんだ」

「国王陛下自ら……？　顔を隠してまで？」

「そうだ。フラワーフェアリーの女主人に、そなたが市場へ行ったことを聞き出し、すぐに向かったというわけだ。結局群衆の前でおれだとバレてしまったが、そんなものかまうものか。そなたを見つけ出すことができて嬉しい限りだ」

「マリッサがわたしのことを、すんなり話すと思えません。乱暴な真似をしたのではないですか？」

　疑惑を込めてそう問うと、ダリウスは豪快に笑った。

「ああ。ラナの存在を隠そうとしたし、おれのことを追い払おうとしたぞ。国王とわかってそんな態度かと驚いた」

　マリッサはラナの味方だ。セルシュをダリウスの子だということも信じてくれている。

　しかし追い払おうとしたというのは、やり過ぎかもしれない。

「あの、国王陛下……マリッサは困っていたわたしを助けてくれた素晴らしいひとです。不敬罪とか……そういうのは……」

　彼は足をピタリと止めると、振り返りラナを見下ろしてきた。

　その目は威圧感でいっぱいであり、ラナも言い過ぎたかと口をぎゅっと結ぶ。

「そなたを匿ってくれたことに礼を言いこそすれ、不敬罪などとは考えていない。安心しろ」

「そうですか。……とりあえず手を離していただけますか？　わたし王城へは行きたくありません。嫌な思い出しかありませんから」

　どこまでいっても拒否を示すラナに、ダリウスがふうと息を吐く。

「侍従長から聞き出している。妊娠を訴えるそなたを、王城から放り出したとな。嫌な思い出なら、すべておれが払拭する。だから……」

「嫌です。王城には行きたく……」

「なぜだ！　よき夫として、父親としての姿を見せれば結婚すると、そなたが言ったのだぞ？」

「それはそうですが、城には……」

　ラナを追い出した侍従長とメイド頭には、二度と顔を合わせたくない。

　顔を曇らせるラナの頭を、ダリウスがぽんぽんとあやす。

「心配するな。侍従長はクビにする。そなたはなんの憂いもなく王城で暮らすがいい」

　クビと聞き、ラナは慌ててダリウスに取りなした。

「クビは望んでいません。ただ会いたくないだけです」

　確かに、ラナは嫌なことをたくさんされたが、彼らにだって生活があるはずだ。

　簡単にクビなどと口にしないでほしい。

「しかたあるまい。そなたは王妃として今日から王城で暮らすのだ。会いたくないというのならクビにするしかあるまい？」

「王妃!?　わたしが？　ありえない……」

「ありうることだ。おれが望めば、そなたは明日にでも王妃だ。……ここで待っていろ」

　ダリウスはそう命じると、厩舎へと姿を消した。

　その厩舎は仮設で建てられたようで、先ほどの移動遊園地で芸をしていた馬を休ませるための場所のようだ。

　ダリウスが見張りらしき男に金銭を渡すと、厩舎の中に入っていく。

　この隙にこっそりと逃げだそうとしたが、すぐさまカッポカッポと蹄の音が聞こえてきた。

「おうましゃ！　おうま！」

　腕の中で、馬を目にして興奮したセルシュが身体を乗り出す。

　見るとダリウスが手綱を手に持ち、馬を連れてきた。

「そうだ、お馬だ。今から乗せてやる」

　セルシュが目をキラキラと輝かせて、美しい毛並みをした茶色い馬を眺めた。

　ダリウスがラナの腰を掴むと、セルシュごとひょいと持ち上げて馬の背に乗せてしまった。

「きゃっ……！」

　驚いたラナは、セルシュを落とさないようにするので精一杯だ。慌てて馬のたてがみにすがりつく。

　ダリウスが身軽に馬の背に飛び乗ると、手綱を引いた。

「ゆっくり走らせる。振り落とされるなよ」

（そんなっ……セルシュを抱っこしているのに）

　慌てたラナを安心させるためか、ダリウスはラナの身体を守るように手綱を操る。

　言葉どおりスピードは出なかったが、ラナは気が気ではなかった。

　そのまま、ダリウスとラナ、そしてセルシュを乗せ、馬は王城に向かって走っていった。

　ラナの躊躇など、ダリウスはどこ吹く風だ。

　ラナ自身はまったく望んでなどいないというのに、三年ぶりに王城へと足を踏み入れることになったのである――

















第三章　王城での新婚生活は敵だらけ












　久しぶりの王城は、どこもまったく変わっていなかった。

　ラナはダリウスに肩を抱かれ、廊下を歩いていく。

　セルシュは、ラナの腕の中でスヤスヤと眠っている。

　馬から降りたとき、ダリウスは抱っこをしたがったが、そのときはすでに眠かったようでグズってしまった。

　セルシュがうにゃうにゃ言い出したことに焦ったダリウスは、抱っこするのを諦めた。

　顔中傷だらけのコワモテ軍人王が、幼子がグズったくらいでオタオタしている。

　そんな光景が微笑ましいと思えたが、王城に一歩足を踏み入れたら、すぐにそんな気持ちには消えてしまった。

　頭を下げる警備兵やメイドたちが、心なしか焦った表情をしている。

　中には顔見知りもいて、みな気まずそうに視線を交わし合っていた。

「あの……どこに行くんですか？」

　ラナの問いに、ダリウスは簡潔に返してきた。

「謁見室だ」

「謁見室？」

「ああ。そなたはデイン王国の王妃になるのだからな。取り急ぎ王城内のものには、そなたのことを周知させねばならん」

「待ってください！　わたし、王妃になるなんて、ひとことも……」

「おれと結婚すれば、嫌でも王妃だ」

　王妃どころか、結婚するとも言っていない。

　あくまでも、よき夫として、よき父親となれば――という話ではなかったか。

　それなのにダリウスは、もう王妃と言ってくる。

（そんなの勝手だわ。結局わたしの意向なんて、どうでもいいんじゃない）

　ラナは、ダリウスにしっかりと肩を抱かれ、強引に謁見室へと連れていかれる。

　両脇に控えている警備兵より早く、ダリウスがバァンッと大きな音を立てて大扉を開け、そのままカツカツと足音を立てて中へ入っていった。

（え？　なに？　王城内のひとたちだけじゃない？）

　謁見室は、すでに多くのひとで賑わっていた。

　メイドや警備兵を壁側に押しのけて、キラキラした豪奢な服装をしたひとたちが謁見室の広間を埋め尽くしている。

　彼らは、服装や髪形から上位貴族であると知れた。

　ダリウスの姿を目にすると、ささっと両脇に避け恭しく一礼した。

　誰もダリウスの行く手を阻まない。そのまま玉座の階段を上ろうとしたとき。

「国王陛下。お待ちもうしておりましたわ」

　神々しいばかりに美しい女性が、ダリウスに向かって声をかけてきた。

「オルデス公爵家令嬢のティアーナか。待っていてくれと命じた覚えはないのだが」

　ダリウスの憎まれ口に、ティアーナと呼ばれた女性は目を眇めたが、すぐに平静な態度に戻る。

「まあ……おほほ。相変わらず国王陛下は冗談がお上手でいらっしゃる」

　ティアーナは羽扇をパチンと鳴らして閉じると、ギリッと唇を歪ませた。

　ダリウスの隣に立つラナを、存在ごと消し去りたいとでもいうように睨みつけてくる。

　だが、ラナに不躾で失礼な目つきを向けてくるのは、ティアーナだけではない。

　謁見室にいる全員が、似たような目で見てくるのである。

「国王陛下が王妃になる女性を市井からお連れになるとおっしゃっていたので、みな心配で集まったのですわ。まさかと思いますが……」

　ダリウスはティアーナを無視して、ラナを抱きしめたまま玉座へと向かった。

「情報が早いな。王城内で働く誰かが、そなたたちに通じているのか」

　冷ややかなダリウスの声に、ティアーナが妙なふうに顔を歪ませる。

「本当に国王陛下は、冗談がお上手……」

　ダリウスは意に介さないという態度で、ラナを自分の横に立たせる。

　ラナとしては、どうなるのかとビクビクするしかない。

　するとダリウスが、低音だが、よくとおる声でこう叫んだ。

「デイン王国の親愛なる我が臣下よ。この女性がおれの伴侶だ。誰がなにを言おうとも結婚する。すでに子もなしているから、早急にそれなりの用意をするように」

　貴族連中は目を剥いて仰天していた。それはラナも同じである。

（待って……！　国王陛下は本気なの？　こんなにたくさんのひとたちの前でそんなこと言ったら、もめごとが起こらない？）

　ラナの懸念など、どこ吹く風。ダリウスは意気揚々と言葉を続けた。

「ラナと、おれの息子セルシュに万一のことがあれば、徹底的に追及し、厳重な罰を処す。上位貴族だろうが知ったことではない。肝に銘じろ！」

　憎しみ、蔑み、嫉妬といった負の感情を秘めた多くの視線が、ラナを執拗に取り巻く。

　もうラナは、さらし者のような気分でガタガタ震えていた。

　母の異変を知ったセルシュの瞼が、パチリと開いてしまう。

　しばらくは、きょとんとした顔でキョロキョロしていたが、周囲の異様な雰囲気を察知し、うぇぇぇんと泣き出してしまった。

「セルシュ、坊や……よしよし」

　セルシュの泣き声が癇に障るのか、貴族連中はますます殺伐としてしまった。

　ラナは慌ててセルシュの小さな身体を揺らし、機嫌を直そうとあやす。

　しかし場の空気が悪すぎる。セルシュの泣き声は小さくなるどころか、謁見室の天井高くまで響き渡ってしまった。

「まあ……下賤な女が産んだ子は、やはり頭が悪そうね」

　小さな囁きが聞こえる。その悪意に満ちた言葉に、ラナの身体がブルリと反応した。

「本当にな。それに正真正銘国王陛下の子か？　怪しいものだ」

　心ない中傷が続き、ほかの連中も悪意にまみれた言動を吐く。

（どうしよう……セルシュは泣き止まないし、貴族たちは怖いくらいの目で見てくるし……）

　焦りでパニックになるラナの肩を、ダリウスがぽんぽんと叩く。

　そこから温かい気が流れてきて、ラナは涙目でダリウスを見上げた。

「大丈夫だ。おれがいる」

　ダリウスはそう言うと、セルシュを片手で取り上げた。

　大きな手で高々と掲げると、貴族たちを硬質な目でねめつけた。

「よく覚えておくがよい。この子はおれの後継者となる。名はセルシュ。敬意を払うように！」

　貴族たちから、はっと息を呑む音が聞こえた。すぐさま膝を屈し、礼儀正しく頭を垂れる。

　高い場所から貴族連中を見下ろすことになったセルシュが、なぜか突然泣き止んだ。

　そしてなぜか、キャッキャッと笑い始めたのである。

「うゎあっ、たかー！　まぁま、たかぁい」

　気まずい雰囲気だというのに、セルシュが屈託なく笑う。

「高いところが好きか？　セルシュ」

　ダリウスが問うと、セルシュはもっと笑った。

「すきぃー」

「では、あとで王城の主塔に連れていってやろう。城下町が一望できるぞ」

　セルシュが、ますますキャッキャッと笑った。

　貴族連中に見せびらかすように、ダリウスはそのままセルシュを掲げた。

「さすがおれの子だ。なかなか豪胆な性格のようだな」

　ラナの不穏な気持ちとは裏腹に、セルシュは楽しそうに笑い、ダリウスも満足そうな笑みを浮かべている。

　そして上位貴族はみな、憎悪を込めた目でラナを睨みつけていた。

　それはすみで成り行きを見守っていた、王城内で働く侍従や使用人、従僕たちも同じであった。

（わたし、一体どうなってしまうの……？　でも……）

　逆境でも、ラナには心に誓わなければならないことがある。

　ラナは、キャッキャッ、クフクフと笑う愛しい息子に視線を送る。

　なにがなんでも、セルシュの命だけは守らなきゃいけない――と。
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　ラナは、セルシュを抱っこしたままのダリウスに連れられ、王の居室へと足を踏み入れた。

　記憶にあるダリウスの部屋と、ほとんど相違がない。

　ただ以前にはなかったものとして、ベビーチェアや子どもが遊ぶような木馬が置かれており、堅苦しい部屋に妙な愛らしさが加わっていた。

（これらは、セルシュのために用意してくれたの……？）

　まじまじと眺めていたら、ダリウスが気まずそうに黒髪をカリカリと掻く。

「セルシュの存在を知って、すぐに用意させたが……気に入らないか？」

「いえ……そんなことは……」

　ダリウスが大まじめな顔で、ベビーチェアや遊具の調達を指示していたのかと考えると、少しだけ心が和む。

　しかし、ラナには気になることがあった。

「わたし、その……マリッサたちに、なにも伝えずここにきてしまいました。一度帰りたいです」

　ラナの訴えを、ダリウスは即座に一蹴した。

「フラワーフェアリーには、すでに伝えてある。そなたはおれの伴侶となるので、これからは王城で暮らすとな」

「ええ？　いつの間に……」

　今朝のマリッサは、隠しごとをしている風ではなかったのに。

「そなたを迎えに、フラワーフェアリーへ行ったときだ。最初は怒っていたが、時間をかけて説得したら理解してくれたぞ」

　ということは、ラナがセルシュを連れて市場へ買い物に出かけて、すぐということになる。

　お世話になったマリッサたちと、突然別れることになるだなんて、ラナには到底納得がいかない。

　無言で俯くラナに、ダリウスが近づくと、そっと頬に手を添えた。

「……落ち着いたら、好きなときに会いにいけるようになる。今はそなたと、セルシュを守ることが最優先だ」

「守る……？」

　不安げな目で大柄な彼を見上げると、ダリウスが苦笑を浮かべた。

「ああ……しばらく周囲がキナ臭くなる」

　ダリウスの瞼が伏せられ、影を落としたように深刻なものになる。

　セルシュを挟むようにしてラナをぎゅっと抱きしめ、まるで誓いのようにダリウスが呟く。

「おれは、そなたをなんとしても守る。初めて伴侶にしたいと思えた女性だ。害をなそうとするすべてを薙ぎ払う」

「国王陛下……」

　真摯な目と口調に、ラナの胸がキュンと軋む。

（ああ……彼の恩情深いまなざし、低くて優しい声。見つめられると、胸がむず痒くなってしまうの……わたしは、やはり彼のことを……）

　目の前に立つ黒髪と黒い目の偉丈夫に、恐る恐る視線を向ける。

　端整な顔立ちなのに、右の瞼には傷痕がある。それが彼をよりいっそう雄々しく見せた。

「国王陛下なんて堅苦しいな。ふたりきりのときは、ダリウスと名を呼んでくれ」

「無理です……」

　雲の上の存在である国王の名を呼びすてになど、ラナには絶対にできないことだ。

　顔を真っ赤にさせて固まるラナの頬に、ダリウスがチュッと啄むようなキスをした。

「では、まずベッドの中で呼んでもらうとしよう。そのうち普段も呼べるようになる」

　ダリウスは笑ってそう言うと、セルシュの柔らかい頬にもキスをした。

　すっかり目が覚めてしまったセルシュは、ダリウスのキスに大きな目を見開いている。

　ダリウスの目が優しそうに細まると、節くれ立った指でそっとセルシュの頬を撫でた。

「実に可愛いな。……これが、おれの子か。本当にありがとう、ラナ。こんなに賢そうで可愛い子を産んでくれて」

「国王陛下……」

　彼の指は、セルシュの頬からラナの頬に移動した。

　ラナの頬を掠める指は、けっして整えられた爪でも滑らかな皮膚でもない。細かい傷や肌荒れがある。

　彼が、軍神に愛された男であることを証明するような指先に、ラナの胸がざわついてしまう。

「ひとりで産んでひとりで育てて、さぞかし心細かったであろう」

「いえ……マリッサたちが助けてくれました」

　そう返すと、ダリウスの顔に寂しそうな影が落ちる。

「おれがそばにいたかった。産まれた瞬間に立ち会いたかった。今更それを悔やんでもしかたないがな」

「国王……陛下……」

　その低く甘い声に、ラナの心が感動で震えてしまう。

（セルシュの父として、そこまで考えてくれていたなんて。このひととなら、ともに生きていけるかもしれない）

　三年前、ラナを娼婦と勘違いし、好き放題に身体を貪った荒々しい男に、再び恋に落ちてしまった――

　ラナはその日から、ダリウスの部屋で暮らすことになった。
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　しかし、ふたりの生活は、蜜月にはほど遠かった――

　ダリウスの意に反し、ラナの王城暮らしは戦々恐々というものであった。

　ラナの存在を快く思わない上位貴族の連中が、毎日のように心ない嫌がらせをしてくるのである。

「あ……また……」

　気がついたときには、ラナの手の甲が赤くはれ上がっていた。

　おそらくハンドクリームの中に、肌を傷める成分を紛れ込ませたのだろう。

　フラワーフェアリーでは主に水仕事をしていたので、もともとラナの手は荒れていた。

　それを利用したのだと思われる。

「上位貴族のキャンベル公爵様より預かりました。ラナ様へのプレゼントでございます」

　そのような伝言とともに、メイドが持ってきたハンドクリームを恐る恐る使ってみると、案の定であった。

　布を使って少量をすくい取り、皮膚に薄く塗っただけでもこんなに腫れてしまっては、間違って顔にでもついたら痕が残るであろう。

　ラナの肌が傷つけられるのはまだいい。魔の手は幼いセルシュにも迫ってきていた。

　メイドが用意した子供服が、鮮やかすぎる黄緑色をしていた。

　一見可愛いが、危険をうっすらと察知したラナがこっそりと手洗いすると、肌に炎症が起きてしまった。

　大人より子どものほうが皮膚は薄い。毒が染みた衣を全身にまとったりしたら、セルシュに死が待ち受けていることだろう。

　ラナはダリウスに頼んで、子供服はなるべく白を用意するように伝達してもらった。

　メイドの行いをダリウスに告げてもいいが、ラナは自分が王城から放り出され、辛かったことを思い出すのでためらってしまう。

　なぜなら、彼女たちは単に頼まれたものを持ってくるだけで、用意したのはラナを快く思っていない上位貴族だろう。

　ラナがメイドを追及する様子もなく、特に被害を訴えることもないので、別の手で嫌がらせを仕掛けてきた。

　明るい太陽の光が窓から降り注ぐ、うららかな午後。

　メイドがしずしずとした態度で、アフタヌーンティーの紅茶と菓子の載ったトレイを運んできた。

「失礼します。ラナ様。アフタヌーンティーでございます」

「……ありがとう」

　彼女は、顔見知りのメイド、エイミーだ。

「様」という敬称をつけるのが気に入らないのか、どうにも妙なイントネーションであったが、ラナは気にしないよう心がけていた。

　コポコポコポと軽やかな音を立てて、ポットからカップに紅茶が注がれる。

　エイミーはなに食わぬ顔で、ソーサーごとカップをテーブルに置いた。

「最高級茶葉のダージリンでございます」

　上品で芳醇な香りが、鼻腔に漂ってくる。

　続いて、軽食の載った三段トレイをテーブルの上に置く。

　スモークチキンのサンドイッチに、マフィン。クッキーにブラウニー。

　特に問題はなさそうだが、ラナはマフィンに添えられたジャムが気になった。

「失礼いたします」

　エイミーは用意だけすると、さっさと部屋から出ていった。

　テーブルの上に置かれた三段トレイを凝視する。

　ラナは厨房での下働き時代、野菜の仕分けをよくやっていた。

　だから、食べてはいけない食物を見分ける目がある。

（やっぱり……エルダーベリーだわ。熟していないこの果実には毒性がある。だからじゅうぶんに色が変わってから使うものだけど……）

　ラナはジャムの小瓶を手に取り、まじまじと眺めてみる。黒い粒の中に、緑や赤の粒が混じっていた。

　厨房のシェフや、まかない係がそれを知らないわけがない。

　ここ最近、アフタヌーンティーに用意された食べ物のひとつに、必ず毒が入っている。

　巧妙なやり口といえた。普段の食事はダリウスも一緒のテーブルでとる。

　そこでの料理に、怪しい食材は紛れ込んでいない。

　間違って偉大な軍人王である彼の口に入るようなことになったら、反逆罪で捕まってしまうだけでなく、デイン王国の存亡に関わるのだとわかっているのだ。

（貴族のひとたちだけでなく、王城で働くひとたちも、わたしのことをいいように思っていないのね……孤立無援だわ）

　今のところは、間一髪のところでラナが防いでいる。

　ラナはジャムの入った小瓶を避け、マフィンを一口ちぎって口に入れた。

　数分して異変を感じなければ、少しだけセルシュに食べさせてみる。

「まぁま。もっと」

「ダメ」

　セルシュが小さな口を尖らせて拗ねた顔をするが、ラナはどんなにごねられても多くの菓子を与えなかった。

（この子だけは……セルシュだけはわたしが守らないと……）

　しばらくすると、扉のほうからノック音がした。

　ラナが「どうぞ」と言う間もなく、いきなり扉がガチャリと開く。

「ご機嫌いかが？　ラナ様」

　現れたのは、オルデス公爵家の令嬢ティアーナだ。

　ラナは椅子から立ち上がり、慣れない態度で小さなお辞儀をした。

　彼女を初めて目にしたのは、例の謁見室であった。

　そのときも胸が大きく開いた色っぽいドレスを着用していたが、今日も同じくらい派手である。

　ラナは、動きにくい服は子育て中には向かないので、シンプルなコットンのドレスを着用していた。

　レースもなければ刺繍も施されていない。そんなラナに、ティアーナは小馬鹿にしたような目つきをする。

　ラナは彼女に対して、あまりいい印象がない。

『まあ……下賤な女が産んだ子は、やはり頭が悪そうね』

　それは小さな囁きだったが、おそらくティアーナが口にした言葉だと思う。

（だけど、そうとも訊けないし……黙っておくほうがいいわね）

　彼女はラナの躊躇などお構いなし、ずかずかと部屋に入ってくる。

「お暇でしょうから、お話の相手になろうと思ってお伺いしましたのよ。国王陛下はご不在？」

　ダリウスがいないときを狙って来訪したとわかっているが、ラナはなにも返さなかった。

　ティアーナはテーブルの上のアフタヌーンティーを一瞥すると、いやらしく口を歪ませた。

「子育ては大変でしょう？　しっかり食べないといけないのではないかしら？」

「食べておりますわ。今もマフィンとクッキーを頂きました」

「そう？　でも、そのわりに……あら？　このジャムはお嫌いなの？」

　ティアーナがエルダーベリーの入った小瓶を指さした。

「いいえ。今は食べたい気分ではないだけです」

　その返答が気に入らなかったのか、ティアーナの眉がピクピクと震えているのがわかった。

「……そう。まあ、いいわ。座ってもよろしくて？　お話ししましょう」

　長居されるのは困るが、かといって追い出すわけにはいかない。

「え？　ええ、どうぞ……」

（オルデス公爵家といえば、デイン王国でもっとも上位の貴族。そのご令嬢が、わたしの話し相手に……？）

　ティアーナは椅子に腰かけたとたんに、いきなりこんなことを話し出した。

「あなた、はっきり申し上げるけど、早くこの王城から出ていったほうが身のためよ」

　唐突にそう突きつけられ、ラナは無言になってしまう。

「お金が欲しいのなら、わたくしが用立てて差し上げますわよ。いくらほどご入り用？」

　金などラナは求めていない。フラワーフェアリーではちゃんと給金を貰っていたので、セルシュとふたり慎ましく暮らしても、いくばくかの貯金をすることできた。

「お待ちください。わたしは……」

　ラナの言葉を遮るように、ティアーナが矢継ぎ早に話し始める。

「あなた、我々から疎まれているだけでなく、デイン王室からも腫れ物扱いされているのよ？　わかっていらっしゃるの？」

　彼女に言われなくとも、そんなことは重々理解している。

　俯くラナに、ティアーナはもっとひどい言葉をぶつけてきた。

「その、子どもだって……」

　ティアーナが訝しい表情で、床に座り込み木のオモチャで遊んでいるセルシュに視線を移す。

「国王陛下の子だなんて、そんな嘘をつくものじゃないわ」

　ラナは、自分が王妃の称号を授かるだなんて、たいそうおこがましいことだと思っている。ダリウスへの想いがなければ、悪意ばかりが棲みつく王城などにいたくないと考えている。

　しかし、セルシュがダリウスの子であることは間違いない。そこだけは嘘だと決めつけられたくなかった。

「セルシュは、国王陛下のお子です」

　はっきりと言い切るラナに、ティアーナが奥歯をギリッと鳴らす。

「……国王陛下は、ご自分が王であると同時に軍人であることに誇りを持ち、戦場で果てることも覚悟していらっしゃるの。残された伴侶を悲しませたくないからと、結婚に対して前向きではないのよ。それを、あなたはどうやって……」

　だからダリウスは、遊べる相手として娼婦を選んでいた。

　それが、メイドであるラナが化けた姿だったとは、けっして口にすることはない。

「それは……」

　いっそ本当のことを言おうかと唇を開いた、そのとき。

　扉が大きく開き、ダリウスが大股で部屋に入ってきた。

　政務の途中だったのだろうか。彼は、黒の軍服をきっちりと着用し、ファーのマントを翻して、ラナの近くまで歩いてきた。

　その荘厳たる出で立ちに、ラナの心が少しだけ浮き足立ってしまう。

「ラナ。セルシュの機嫌はどうだ？」

　慌てたのはティアーナだ。まだ時刻は昼の三時。ダリウスが政務を終わらせるには早すぎる。

「ご、ご機嫌麗しゅう……国王陛下」

　椅子から立ち上がってお辞儀をするティアーナに、ダリウスは愛想のひとつも返さない。

「なぜオルデス公爵家の令嬢がおれの自室にいる？　許可を出した覚えはないが。ラナが呼んだのか？」

「い……」

　いいえと答えようとするラナを押しのけ、ティアーナが必死の形相で彼に訴える。

「ラナ様が退屈でしょうから、お話し相手に招いてもらいましたの！　許可はラナ様に頂きましたわ！」

　ダリウスは、床に座り込んで遊んでいたセルシュを抱き上げると、柔らかい頭髪に頬をすり寄せ、驚くくらいに優しい顔をした。

　その温和な笑みにティアーナがはっと驚くが、一瞬でダリウスの顔色が変わる。

「おれは他人に部屋に入られるのが嫌いでね。二度と立ち入らないでもらおうか」

　セルシュに向ける表情とは落差がありすぎて、ティアーナの顔が真っ青になる。

「も、申し訳ございませんでした。失礼いたします……」

　ティアーナはひときわ大きく頭を下げると、慌ててダリウスの自室から出ていった。

　ダリウスは彼女のことなどどうでもいいというふうに、セルシュの頬にキスをしたり、頬ずりしたりする。

　恐怖の軍人王と称されたダリウスだが、驚くくらいセルシュに夢中になっていた。

「国王陛下。いかがいたしました？　こんな時間にお戻りだなんて」

　ラナがそう問うと、ダリウスは機嫌よさそうに笑った。

「三時が散歩の時間だと、今朝言っていたではないか。おれも一緒に庭園を回ろう」

「ええ？　国王陛下もご一緒に？」

「ああ。そのために早く政務を終わらせた。なあ、セルシュ。おれと散歩に行くか？」

　驚くラナに対し、問われたセルシュはダリウスの腕の中でニコニコと笑っている。

「おしゃんぽ、おしゃんぽ！　こくおー、おしゃんぽ！」

　ラナがダリウスのことを「国王陛下」と呼ぶので、舌の回らないセルシュは「こくおー」と呼んでいた。

　すると必ずといっていいほど、ダリウスの訂正が入る。

「こくおーではない。パパだ」

（パパ……パパ……。国王陛下がパパ……）

　呆然とするラナを置いて、ダリウスが「パパ」と繰り返している。

「ぱーぱぁ？」

「そうだ。よし、庭園へ行くか」

「わぁい！」

　そんなふたりを、ラナは温かい気持ちで見つめていた。

　ダリウスが振り向くと、ラナに向かって優しい笑みを見せる。

「行くぞ。ラナ。ともに散歩だ」

「はい」

　ラナはダリウスとともに部屋を出た。

　警備兵が数歩後ろから警護のためついてくるが、ダリウスは気にせずセルシュに話しかけている。

「ぱぁぱ。おしゃんぽ！」

「いっぱい言葉を覚えたな。よし、庭園で花の名前を教えてやろう。昨夜、事典で花の名を調べたからな」

　そんなふうにセルシュと話しているダリウスを、警備兵が目を丸くして見ている。

「恐怖の軍人王と名高い国王陛下とは思えん子煩悩っぷりだ」

　警備兵が小さく呟いた言葉に、ラナも心の中で同意とばかり頷く。

（本当だわ。国王陛下はセルシュの父親として、できる限りのことをしてくれている。あの言葉は本気だったのね）

『いいだろう！　おれは、よき夫として、よき父親として、そなたを幸せにしよう。そして必ず惚れさせてみせる。任せろ！』

　市場で突然されたプロポーズ。

　あまりに衝撃的で、つい「惚れさせてください」と口にしてしまったが、ダリウスは実に有言実行だ。

　ラナとダリウスは、セルシュとともに、花の咲き誇る庭園を散歩した。

　庭師や門番兵が驚いた顔をしてこちらを凝視してくるが、やはりダリウスはまったく気にした様子を見せない。

「この一画に遊具を設置し、セルシュの遊び場にしようと思っている。どうだ？　右側には温室、左側には噴水がある。いい場所だと思わないか？」

「え？　ええ……いい場所だと思います。でも遊具……？」

「そうだ。木製の滑り台やブランコを設置しようと思ってな。すでに測量士を手配している。一ヶ月後にはできているだろう」

「はあ……」

　ダリウスのセルシュへの愛は、驚くばかりであった。

　散歩を終えて自室に戻ってくると、メイドに風呂の用意をするよう申しつけた。

「セルシュは本当に元気だな。遊びすぎて全身が泥だらけだ。風呂に入るとしようか」

　ダリウスは毎日のように、セルシュと一緒に風呂へ入る。そして必ず、こう問うてきた。

「そなたも入るか？」

「いっ、いいえ……」

　メイドたちの前でダリウスが笑い出すから、恥ずかしくて顔から火が出そうになる。

　ダリウスは、実に献身的な父親と言えた。

　一緒に風呂に入ったり着替えを手伝ったり、おむつも替えれば、食事の世話もする。

　庭園に遊具を設置するだけにとどまらず、夏までに水遊びができる遊び場も造るという。

　すると、ラナに対して慇懃無礼だったメイドや警備兵の態度が、少しずつ変わっていった。

　これまで恐怖の軍人王と言われていたダリウスが、これでもかと息子を溺愛する姿を目にして、ラナたちを見る目が変わっていったのである。
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　メイドがティーカップを、恭しくテーブルの上に乗せた。続いてアフタヌーンティー用の三段トレイも置く。

「今日は野菜のサンドイッチと、ラムレーズンのマフィンでございます」

「ありがとうございます」

　ラナが礼を言うと、メイドはにっこりと笑った。

「セルシュ王子の大好きなタフィーもお持ちしました」

　王城でダリウスと暮らし始めた頃。メイドの大半は、昔虐めていたラナがダリウスに告げ口して辞めさせられるのではと焦慮し、上位貴族たちの手先となっていた。

　ラナが、そのようなことをしないと気づくと、毒性のある食材を混ぜなくなっただけでなく、ときにはセルシュの好きそうな菓子も持ってきてくれるようになった。

「うわぁ！　タフィー！」

「少しだけよ、セルシュ。虫歯になると困るからね」

「では、ラナ王妃。失礼いたします。なにかご用がありましたらお呼びくださいませ」

　メイドや警備兵の呼びかたも「ラナ様」から「ラナ王妃」に変わった。

　それらは彼らの心の変化というより、ダリウスが変化したからかもしれない。

　彼は、ラナとセルシュに溺愛の限りを尽くした。

　日々、ラナに愛を囁き、優しく微笑み、気を遣ってくれた。

　セルシュと遊び、世話をし、一緒に風呂にも入る。

　恐怖の軍人王という異名が、まったく相応しくないほど彼はかいがいしかった。

　そしてダリウスは、ラナとの約束を守っていた。

　ラナが、ダリウスのことを認めない限り、彼の伴侶にはならないと口にしたことだ。

　だから夜は一緒のベッドに入っても、肌を重ねることはなかった。

　ときおり抱きしめられたり、優しく髪を梳いたりされるが、力尽くで抱こうとはいっさいしてこない。

　セルシュが真夜中に泣いてしまっても、一緒に起きてあやしてくれるし、おねしょをしてしまったら、おむつを替えてくれる。

　明け方、うまく眠れなくてむずがるセルシュを抱っこし、王城の主塔まで昇って朝日を見たときもあった。

　そんな彼を、好きにならないわけがない。

　彼はじゅうぶんに夫として、父として、素晴らしい男であると言える。

　ただ、そうと口にするきっかけが、ラナにはなかった。

　そんな、ある日のこと――

　いつもはオモチャで遊んでいる午前中、セルシュが外に出たがったので、警備兵に伝えて王城内を散歩することにした。

「了解しました。国王陛下にお伝えいたします」

　ラナたちの安全を考え、ダリウスの自室から出るときは必ず警備兵にそのことを伝えることになっている。

　以前は、ダリウスが同行しなければ部屋から出ることはできなかったが、最近は少し緩んでいた。

　彼が上位貴族に睨みをきかせていることと、ラナとセルシュが王城内で働く侍従や使用人、メイドたちに受け入れられてきたことが要因である。

　恐怖の軍人王が二歳児とじゃれ合っている姿に、みな心が潤っているとメイドが教えてくれた。

　一部を除き、王城内で働くひとたちはラナとセルシュの味方だと。

（一部って誰かしらね。考えてもしかたないか……）

　ラナはセルシュを連れて主塔に登ろうと思ったが、その前に水で喉を潤わせようと考えた。

　セルシュは興味のあるものを見つけると、あちこちへヨチヨチと歩いていってしまうので、すぐに汗びっしょりになってしまう。

　先に水を飲ませておいたほうがいいだろうと、勝手知ったる厨房へと向かった。

　セルシュの手を引き、ゆっくりと階段を下りていく。

「……了解しました。この毒をラナに飲ませたらいいんですね」

　どこからか自分の名が聞こえてきたので、すぐに足を止める。

「まぁま……？」

「しっ、セルシュ。黙って……」

　人差し指を唇にあてて、不思議そうな顔をするセルシュを黙らせる。

（今、確かに毒と……？）

「ええ。そうよ。それにしても迂闊だったわ。あの女が、以前厨房のメイドとして働いていたなんてね。どうりで毒のある食べ物を食べないはずだわ」

「はい。ラナには食材を分ける担当をさせていましたから……」

　ふたりの女性が、ラナを殺そうとしている会話であった。

　言いようのない恐怖で背筋が凍ってしまい、足に力が入らなくなる。ガクガクと倒れ込みそうになるのを、必死で堪えた。

「これは珍しい毒よ。面倒だけど地方から取り寄せたの。無味無臭の透明な液体だから、飲み物にでも混ぜてちょうだい。必ずラナがひとりのときを狙いなさい。わかったわね、アルマ」

「はい。アフタヌーンティーのときにでも……」

「ふふ……これでラナを殺すことができる。あとは時期をみて子どものほうも……」

「お任せください。ティアーナ様。わたしたちも、ラナには煮え湯を飲まされているんですよ。侍従長のバイロンさんが辞めさせられたのもラナのせいです。あの女ギツネが国王陛下に取り入って、自分に都合のいいことを吹き込んだんです！　ああ……おそろしい。次はわたしの番だ……ティアーナ様！　お力になりますので、ぜひともわたしを……」

「わかっているわ。メイド頭を辞めたくないのでしょう？　ラナが国王陛下に妙なことを吹き込む前に殺してしまえばいいこと。わたくしが王妃になったあかつきには、あなたたちふたりには貴族の称号を与えましょう」

「あっ……ありがとうございます。ティアーナ様」

　ラナはセルシュを抱き上げると、そのまま足音を立てないように気を遣い、そっと階段を上っていく。

　階段を上りきったところでセルシュを下ろし、ヨタヨタと廊下を歩いていく。

　そんなラナを心配した警備兵が声をかけてくるが、心は石のように重く冷たかった。

（毒を仕込まれていることはわかっていたけど……この耳で直接聞くのは辛いわ……）

　それもアルマに、あそこまで恨まれているとは――

「まぁま……？」

　心配そうな目を向けるセルシュに心配かけまいと、強ばった笑顔を向ける。

「大丈夫……大丈夫よ……」

　王城内で働くメイドや下男たちが、ラナとセルシュに朗らかな挨拶をしてくる。

「こんにちは、ラナ王妃。セルシュ王子」

「お散歩ですか？　今の季節はパンジーが咲き乱れていますよ」

　そんななにげない挨拶でも、ラナは疑心暗鬼に陥ってしまう。

（どうしよう……怖いわ。ほかにも、わたしとセルシュを狙っているひとがいるのでは？）

　ラナは王城内の散歩もそこそこに終了し、ごねるセルシュをなだめて部屋に戻る。

　すると、ダリウスが椅子に腰かけ書類を眺めていた。

「おかえり。ラナ。散歩に出かけたと聞いたので、この書類を読んだら、おれも追いかけようと思ったところだ。早かったな」

「そうでしたか……少し目眩がしたので取りやめました」

「目眩だと？　それはいかんな。すぐに医者を呼ぶか」

　ダリウスが立ち上がると、心配そうな顔でラナの目の前に近寄ってきた。

「いえ。それほどでは……」

　大きな手のひらを、ラナの額にすっとあてる。

「熱はないようだな。……顔色が少し悪いか」

　そのときノック音がして、エイミーがポットとカップをカートに載せて現れた。

「失礼いたします。紅茶をお持ちいたしました」

「頼んでおらんが」

　彼がラナの額に手をあてたまま、冷たくそう返す。

「こ、国王陛下……？　なぜ……」

　ダリウスを目にして、エイミーが驚いた顔をしている。

　確かに、午前中のこの時間に彼が自室にいることは珍しい。

　怯えにも似た態度を取るエイミーに、ダリウスが鋭い目を向ける。

「まあ、いい。ちょうど喉が渇いていたところだ」

　エイミーは慌てて、カートを扉の向こうに出そうとした。

「も、申し訳ございません。国王陛下がおられると思わなかったので、茶葉の質が悪かったかもしれません。入れ直してきてもよろしいでしょうか？」

「なんだと？」

　ダリウスがラナの額から手を離すと、エイミーに向かって大股で歩いていく。

「それは我が王妃をないがしろにしているという意味か？　答えによっては処罰する」

「ち、違います。そのようなことは……」

「であれば、その紅茶をよこせ。おれが飲んで確かめる」

「あ……」

　威圧感たっぷりなダリウスの態度に、エイミーはビクビクと怯えた様子を見せた。

「さあ！　早くしろ。処罰されたいのか！」

　エイミーが真っ青な顔で、ポットから紅茶を注いだ。湯気の立つカップを、ダリウスに渡す。

　その手はガタガタと震え、おどおどとした目をラナに向けてきた。

（彼女も、わたしのことを快く思っていないと思うのだけど……それこそティアーナ様に命じられなくとも毒を盛りそうな……あっ……）

　先ほどティアーナは、なんと言っていた？

『わたくしが王妃になったあかつきには、あなたたちふたりには貴族の称号を与えましょう』

『あなたたちふたりには――』

　てっきりティアーナとアルマの、ふたりだけの会話だと思っていた。

　しかし、あの場にはもうひとりいたのだ。

（そんな……あ、待って……）

　更にラナは、アフタヌーンティーのときに毒を入れるという言葉に惑わされていた。

　だから、午後になってその用意が運ばれてきたとき、飲まないよう注意すればいいとばかり思っていたのである。

　しかし、その毒がこの紅茶に入っていたとしたら――

　誰も頼んでいないのに、運ばれてきたこの紅茶に――

「ダメ！　飲まないで！」

「ラナ？」

　ラナの引き留める声に焦ったエイミーは、ワゴンカートの上に置いてあったポットに手の甲をあてて、床に落としてしまった。

　ガッシャーンッと大きな音を立てて、陶器のポットが割れ、大理石の床に残りの紅茶が広がっていく。

　すると慌てた様子のアルマが、突然部屋の中に入ってきた。

　なぜ部屋の扉の外にいたのかわからないが、床に散乱するカップの残骸とダリウスの姿を目にして、顔を青くさせる。

「な、なにがあったんだい？」

「ア、アルマさん。あの……」

　立ち尽くすエイミーに視線を合わせることなく、アルマは震える声で大仰な動きをした。

「ポットを落としてしまったのかい!?　掃除しないといけないね！」

「は、はい。すぐに……国王陛下。いったんカップをお返しください。淹れ直してまいります」

　アルマは手を伸ばし、ダリウスが手に持つカップを取ろうとした。

　ラナはそのアルマに向かって、先ほど自分の耳で聞いた事実を突きつける。

「あなたたちは、わたしを殺そうとして、紅茶に毒を入れましたね」

　ダリウスの眉間に皺が寄り、アルマの手に渡すまいとカップを机の上にガチャンッと置いた。

「なんだと？　どういうことだ」

　彼の背から立ち上る怒りのオーラに圧倒され、アルマとエイミーがガクガクと震えた。

「な……冗談じゃありませんよ！　し、証拠なんてありません。ええ、ありませんとも！」

　アルマはポットを割ってしまったことで、証拠を隠滅できると思っているらしい。

「ど、どこに毒が……！　嘘で、わたしを陥れるなんて恐ろしい娘だよ！」

　はたから見たら、冷や汗だらけのアルマとエイミーは明らかに挙動不審と言えた。

　しかしここで逃げられたくない。自分の命ならまだしも、ダリウスの命までもが脅かされようとしていたのだ。

「嘘ではないわ。現にあなたはティアーナ様から毒を手渡されていたではありませんか」

「なんのことだい？　言いがかりはやめておくれ！　ティアーナ様なんて知らないよ！」

「わたしは先ほど、水が欲しくて厨房に行きました。そのとき、ティアーナ様がメイド頭のあなたに毒を渡している話を聞きました」

「ふざけたことを……」

「いいえ。ティアーナ様が王妃になられたら、貴族の称号を与えるとおっしゃっていました。あなたはなんのために扉の外にいたのですか？　わたしの死に顔を見るためですか？」

「……っ、し、知らないっ、知らないよ！」

　とことんしらばっくれるアルマに、ラナは決定的な証拠を見せつけたい。

　そう。言い逃れられない証拠を――

　ラナは急ぎ机の上のカップを取り上げると、ほのかに温かいそれをゴクリと一口含む。

「ラナ!?」

「うっ……！」

　ティーカップの中身は、紅茶の味しかしなかった。

　しかし咽頭をとおり過ぎたあと、胸が焼けつくような不快感に襲われた。

　激しい動悸がラナを襲い、そのまま背から倒れ込んでしまう。

　手からカップが落ち、ガシャンと陶器の割れる音がした。

「ラナッ！」

　ダリウスの筋肉質な腕に支えられ、そのまま胸に取り込まれる。

「ラナ！　なぜ……！」

「国王……陛下……」

　なぜ、と問われても、答えはひとつしかない。

　ダリウスとセルシュだけは、自分の命に代えても守りたかった。

　そう、愛するふたりだけは――

　そのためには、ここでアルマとエイミー、そして彼女たちを裏で操っているティアーナを逃してはいけないと考えた。

　もう少しで、ダリウスの命を奪うところだった。

　それだけは、誰がなんと言おうとも許さない。

　だからメイドの運んできた紅茶に毒が入っていると、ラナは自らの命を懸けて証明したかったのである。

「ラナッ！　ラナ！　目を開けてくれ！」

「ダリウス……」

　世界がグルグルと回り、意識が朦朧としてくる。

「ラナッ！」

　ラナは逞しい腕に抱かれ、愛しい男の顔を見る。

　視界がぼやけて、彼の端整な顔が見えない。

　力を振り絞って手を伸ばすと、ダリウスがしっかりと手を握ってくれた。

　命が途絶える前に、彼に自分の気持ちを伝えたい。ラナは震える唇で、懸命に思いを語った。

「愛して……います。あなたと、セルシュが……わたしの宝、わたしの幸せ。どうか……」

「ラナッ！　ラナッ！　しっかりしろ！　誰か医者を！　おいっ！」

「まぁま！　まぁあ！」

　ダリウスが懸命に誰かを呼ぶ声と、セルシュの泣き声が鼓膜に響く。

　しかし、それもどんどん小さくなっていった。

（お願い、泣かないで。わたしの可愛いセルシュ。そして愛しい……あなた……）

「ラナッ！　ラナッ！　目を開けてくれ！　早く医者を呼んでこい！」

　アルマとエイミーの悲鳴が小さく聞こえる。

　バタバタとたくさんのひとが動く足音。

　セルシュの泣き声と、ダリウスの怒声。

　ラナの意識は、そこで途切れてしまった――
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第四章　ママも息子も溺愛されています












　ゆっくりと目が覚めとき――

　ラナは、自分がベッドの中で寝ていることに気がついた。

　意識はぼんやりとしているが、気分は悪くない。いつもの朝にしては、なんだか雰囲気が違っていた。

　ゆっくりと視線を動かす。すると、傍らで屈強な男が肘をベッドにつき、組んだ両手を額にあてている姿が見えた。

「ラナ……ラナ……お願いだ、目を覚ましてくれ」

　小さな呟きに、ラナの胸が押し潰されたように痛む。

「国王……陛下……」

　乾いた唇で、弱々しく呟く。

　はっと顔を上げたダリウスが、覆い被さるようにラナを抱きしめてきた。

「っ……苦しい……」

「す、すまん。医者を呼んでこよう。なにか欲しいものはないか？」

　ケホ……と掠れた咳をして、喉がひりつくような痛みを感じた。

「水が……欲しい、です」

「わかった。ちょっと待っていろ」

　ダリウスが出ていくと、ようやく自分がどういった状況なのかを思い出した。

（エイミーが持ってきた紅茶を飲んで……やっぱり毒が入っていて……どうして、わたし生きているのかしら……？）

　ぼんやりとしたままベッドの天蓋を眺めていると、たくさんの足音が聞こえてきた。

　ダリウスと医者が、慌てた様子で部屋に入ってくる。

「ラナ王妃。ご気分はいかがですか？　ご自分で話すことはできますか？」

「……あまりよくはありませんが、話せます」

　医者の説明によると、ラナが飲んだ毒はごく少量で、致死量には至らなかったとのこと。

「塩水で胃を洗浄いたしましたので、口や喉が痛まれるかもしれません。数日は毒消しの炭と水を飲んでいただきます。また、明日診にきますので、今日は安静にしてください」

「はい。ありがとうございました」

　医者が部屋から出ていくと、傍らで深刻な顔をして立っていたダリウスが、ベッドの脇に近づいてきた。

　水の入ったグラスを渡され、それを一気に飲み干す。

　少しだけ気持ちが落ち着いた頃、彼が真摯なまなざしで話しかけてきた。

「ラナ……許してくれ。そなたを守ろうとしていたのに、こんな目に遭わせてしまった」

「許すもなにも……自ら望んでした行為です。謝らないでください」

　ダリウスの男らしい顔が曇り、ラナの胸がきゅっと苦しくなる。

　彼がベッドの脇に近づき、すっと跪いた。上体を屈め、ラナの胸もとあたりに髪の毛があたる体勢になる。

「ラナ……ラナ……そなたを失うかと思うと、怖くてしかたなかった。このおれが……こんなに不安になるなんてな……」

「国王陛下……」

　なぜだろう。弱々しく呟く彼が、このうえもなく愛おしく思える。

　そっと手を伸ばし、彼の黒い髪をラナはなんども撫でた。

　硬そうに見える彼の髪だが、実際のところかなり柔らかくて指触りがいい。

　指先から彼の優しさが伝わってくるようで、なんども彼の髪を梳いた。それだけで心が満たされていく。

「わたしは、あなたを守れたことを誇りに思っています。それに生きています。そんなにご自分を責めないでください」

「ラナ……」

　ダリウスが面を少しだけ上げて、まっすぐと見据えてきた。

　彼は立ち上がると、片膝をつき右手を心臓の上に置く。それは騎士の誓いのように見えた。

「おれは、そなたに心臓と忠誠を捧げる。一生愛し抜くと誓う。どうかおれと結婚してくれ。愛しいラナ」

　その実直な瞳に、ラナの胸が狂おしいほどの愛で、満たされていく。

「そなたのよき夫として、そして父親として認めてほしい。おれはラナこそが、人生の伴侶だと思っている」

　なんという真情の誓いだろうか。

（ああ……あなたはじゅうぶんに、わたしの素晴らしい夫であり、頼もしい父親だわ）

　ダリウスの瞳と同じ位置になりたくて、ラナはゆっくりと体勢を整えた。

「申し訳ございません。わたしだけベッドの中で……」

「かまわん。寝ていてくれ」

「いいえ」

　ラナはダリウスに向かって、心の中にたくさん詰まっていた言葉を、ひとつずつ告げていく。

「国王陛下……いえ、ダリウス様。ご心配をおかけいたしまして申し訳ございません。わたしはもう大丈夫です。どうか……自分だけに責任があると思わないでください」

「ラナ……」

　ダリウスと名を呼んだからか、彼が目を見開いて嬉しそうな顔をした。

「わたしはあなたを守れたことを誇りに思っています。だってあなたは、わたしの……」

　急に恥ずかしくなったラナは、頬を薄紅色に染め軽く俯いてしまう。

　それでも彼に、自分の気持ちを伝えたい。震える唇で、彼への想いを舌に乗せた。

「わたしの大事な旦那様ですから。そしてセルシュの立派な父親です。だからわたしも、あなたを守るのです。ダリウス様」

「ラナ……」

　ダリウスが屈強な腕を伸ばし、ラナをしっかりと抱きしめてきた。

　病み上がりだというのに、こんなに強く抱かれてなぜだか気持ちいい。

　もっと激しく、もっと荒々しく抱きしめてほしいくらいだ。

　ダリウスの筋肉質な背に腕を回す。彼はなんどもラナの頬や頭にキスをし、ラナは彼の背を撫でた。

「ああ……今すぐそなたを抱きたい。愛している、愛しいラナ」

「わたしもです」

　小さく囁くと、彼の腕にますます力が籠もる。

　しかし病み上がりのラナは、すぐに目眩を起こして力が全身から抜けてしまう。

「あ……」

　ダリウスが慌てた様子でラナの腰に手を添えると、そっとベッドに横たえた。

「すまん。つい嬉しくてな。そなたの体調が戻ったら、二十四時間抱いてやる」

「それは……」

　体力のある彼なら、そのとおりのことをしそうで、ラナは引き攣った笑いを浮かべる。

　そういえばセルシュの姿が見えない。やんちゃな愛息子の姿が見えないと、どこかでケガをしているのではないかと不安になってしまう。

「セルシュは、どこですか？」

「今面倒を見てもらっている」

「え？　どなたにでしょうか？」

　ラナは王城の中に自分の味方はいないと思い、乳母やメイドにセルシュの世話を頼まないようにしていた。

　少しずつラナへの対応が変わってきたとしても、それは同じだ。

　アルマやティアーナのような悪意が存在している以上、けっして目を離したりしたくない。

　その懸念が顔に出ていたのか、ダリウスがラナを安堵させようと頬を撫でる。

「安心しなさい。フラワーフェアリーの女主人だ」

「マリッサが？」

　ダリウスの説明によると、ラナが王城に行ってしまってからというもの、安否を気にかけていたようで、なんども面会を求めてきていたそうだ。

　それをアルマが、けんもほろろに追い返していたらしい。

「マリッサが、わたしを心配して……？　ああ……会いたいわ、マリッサに」

「回復したら何時間でも会わせてやろう。そなたの身体が毒で病んでいる間は、セルシュの面倒をみてもらうため王城に招いているのでな」

「そうですか……マリッサなら安心です。ありがとうございます。国王陛下」

　潤む目で彼に礼を言うと、ダリウスが空咳を繰り返す。

「あーその、だな。できれば、おれのことは名で……」

　照れくさそうな顔でそう問うてくるものだから、ラナはふふっと笑ってしまう。

「ダリウス様……」

　そう呼ぶと、彼の顔がぱあっと明るくなる。

　硬質な印象はなりを秘め、黒い目はキラキラとして輝き、傷だらけの強面も優しそうになる。

　長躯で筋肉質で、威圧感たっぷりのはずなのに、なんとも微笑ましい。

「ダリウス様……愛しています。あなただけ……」

　ラナの小さな呟きを、ダリウスは聞き逃さなかった。

　大きな身体を屈めると、形のいい唇をラナのそれに合わせてくる。

「ダリ……んん……」

　体調が悪いから無茶をしたくないと言っておきながら、そのあとラナは口腔を思い切り蹂躙されてしまった。
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　その後、アルマとエイミーは国外追放となった。

　ティアーナは、ダリウス暗殺の首謀者として死刑の判決が下ったが、ラナの取りなしで国外追放となった。

　ティアーナひとりで計画したと思えないと判断したダリウスは、オルデス公爵家及び、荷担した貴族をすべて洗い出すと、爵位召し上げ、家督取り潰し、領地没収という厳しい処罰をくだした。

　こればかりは、いくらラナが取りなしても、ダリウスは決行した。

「貴族の不正や悪行を放置しては、国民の心が蝕まれる。ここは断固として処罰せねばならん」

　そこまで言われては、引きさがるしかない。

　身体がじゅうぶんに回復した頃、マリッサがセルシュを連れて寝室に現れた。

「セルシュ！　マリッサ！」

「まぁまぁっ！　まぁまっ！」

　マリッサの腕の中で、泣きじゃくりながらラナに向かって小さな手を伸ばすセルシュを、ラナは急いで受け取る。

「まぁまっ！　まぁまぁ……うぇぇんっ！」

　ラナの胸に顔を埋めて、ひっくひっくと泣くセルシュが愛おしくて、ぎゅっと抱きしめる。

　マリッサがその光景を嬉しそうに眺めてから、ラナに話しかけてきた。

「もうね、ママが恋しくてしかたがなかったの。ご病気だから我慢しようねって、なんど言い聞かせたか。やっぱりセルシュは頭のいい子ね。ずっと耐えていたよ」

　ラナはセルシュの背中を撫でながら、大事な友人に視線を移した。

「マリッサ……会いたかったわ」

　マリッサが肩を竦めて、呆れた顔をした。

「突然国王陛下が店に現れ、あなたの行方を訊いてきたときは驚いたわ。あなたを身の危険から守りたいから、どうしても連れていきたいと説得されてね」

「ごめんなさい。急にいなくなってしまって。挨拶もできなかった」

「いいのよ。事情はちゃんと聞いたからね。でも結局こんな目に遭うなんて……守るんじゃなかったの？　って国王陛下を責めたくなったわ」

「違うのよ。毒は自分で飲んだの」

「どういうこと？」

　マリッサはベッドの横にある椅子に座ると、ラナから詳しい説明を聞きたがった。

　信頼のおける彼女に、愛するダリウスを悪く思われたくなくて、可能な限り経緯を話す。

「そう……愛ゆえの行動なのね。強いわ、ラナ。あなたは本当に……」

「強くなんかないわ。だっていつでも誰かに助けられている。マリッサや姐さんたち……そしてダリウス様に」

　ラナがダリウスの名を呼ぶと、マリッサが嬉しそうな顔をした。

「いいえ。あなたは王城を追い出されても、お腹の子を守ろうと必死だった。生まれたセルシュのために懸命に働いた。今だって愛するひとを守るため、毒を代わりに飲んでみせたのでしょう？　強いわ。そんなこと、簡単にできるものじゃない」

「そうかな？　いつでも生きることに精一杯なだけよ。この子のために……」

　愛おしいセルシュを優しく撫でると、マリッサも微笑ましいという表情をした。

「そういや、ラナに会いたがるセルシュの機嫌を取るため、国王陛下が移動遊園地に連れていったんだよ。買ってもらった馬のオモチャを見せびらかしてきてね。可愛かったよ」

「そうなの。ねえ、セルシュ、面白かった？」

　問いかけるが、セルシュからの返事はなかった。どうやら泣き疲れたようで、ラナの膝の上ですうすうと眠ってしまっている。

　あまりに可愛い寝顔なので、そっと髪を撫でると、気持ちよさそうにモゾモゾした。

　ラナはマリッサと、しばらくいろいろな話をした。

　娼館の姐さんたちが、ラナがいなくなって寂しがっているということ。

　いつも買い物に行っていた市場の店主たちも、ラナのことを心配していること。

「国王陛下が万人の前でラナにプロポーズしたこと、いまだに語り継がれているわよ。情熱的ね。驚いたわ」

「どうしてわたしが、ダリウス様に選ばれたのかわからないけど……」

　ラナは目を伏せ、ダリウスのプロポーズを思い出す。

『おれは、よき夫として、よき父親として、そなたを幸せにしよう。そして必ず惚れさせてみせる』

　結局彼の言葉どおりになってしまった。

　ダリウスは、よき夫として、セルシュのよき父親として申し分ない。

　反対に、ラナのほうが彼に相応しいとは思えないほどだ。

　それでもラナにとって、ダリウスは唯一の男性。

　命を懸けてもいいほど、愛おしいひとだ――

「あのかたとともに生きていこうと思うの。王妃だなんて……自信はないけど、それでもダリウス様のそばにいたいから……」

　マリッサはラナの決意に、嬉しそうに微笑んだ。

「やっぱり強いよ。ラナ。わたしは応援するからね。セルシュの面倒ならいつでもみてあげる。王妃として頑張るんだよ」

「ありがとう。マリッサ」

　ラナはセルシュの黒い髪を撫でると、窓の外を見上げた。

　青い空が、どこまでも高く澄み渡っている。

　なぜかはわからないが、それがラナの心境のように思えた。

　志を高く持たないといけない。そう誓った。
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　その夜――

　セルシュが子ども部屋でぐっすりと眠ると、ラナはダリウスの部屋に戻った。

　少し前までは命を狙われているとわかっていたので、ラナはセルシュをかたときも離さなかったが、今はそのような状況ではない。

　ダリウスのひと声で、マリッサがナニーとして王室に雇われることになった。日中は彼女が、夜は信頼の置けるメイドが見てくれることになった。

　ラナは王妃教育を受け、デイン王国の歴史や世界情勢を勉強することになるとのこと。

　自信はないが、ダリウスとともに人生を歩むのであれば、それはやるしかない。

　ラナは、苦労するとわかっていても、受けると決意した。

　ダリウスが、ソファに座って書類に目を通していた。

　彼はくだけた白いシャツにトラウザーズ姿で、長い足を組み、気だるい表情をしている。

　普段はきっちりと軍服を着用しているが、実のところ堅苦しくてあまり好きではないらしく、部屋に戻るとすぐに上衣を脱いでいる。

　そして脱いだ服を、彼はいつもそのへんに置いてしまう。

　今もソファの背に引っかけていたので、ラナは取り上げた。

　皺にならないよう伸ばすと、とりあえずベッドルームのハンガーラックに引っかける。

「相変わらず、そなたはまめなタイプだな」

　ラナのあとからついてきたのか、ダリウスが背後に立ち、ラナの華奢な身体を抱きしめてきた。

　そっとラナの耳朶に唇を押し当ててくる。そのくすぐったさに、ラナは思わず首を竦めてしまう。

「わたしの習性みたいなもので……嫌なら……」

　ためらいがちに答えると、彼の舌がヌルリと耳殻を舐め上げた。

「嫌ではない。そんなそなたが可愛いと思っている」

　恥ずかしさのあまり、彼の屈強な腕から逃れようとしたが、逆にそのまま取り込まれてベッドに押しつけられてしまう。

　ラナを抱きしめる腕は温かく、そして頼りがいがあり、ずっとこのままでいたいと思えてしまう。

　ラナの首筋に顔を埋め、白い柔肌になんども口づけを繰り返す。

「そなたを抱きたくて……しかたがなかった。愛しているぞ、ラナ」

　鎖骨に口づけながら、ダリウスが熱を帯びた声で囁く。

　その低い声だけで、ラナの身体が悦びで震えてしまう。

「わたしもです。ダリウス様に……」

「おれに？」

　瞬時にそう返され、ラナは恥ずかしさに小さな口をつぐむ。

「おれにどうされたかったというんだ？　教えてくれ。愛しいラナ」

　顔を真っ赤にさせてラナは唇をもにょもにょ動かすが、羞恥でうまく返せない。

「言ってくれ。ラナ。そなたの口から聞きたい」

　低く甘い声が鼓膜を響かせ、ラナの下腹の奥がキュンと軋んでしまう。

「そなたの可愛らしい寝顔を毎夜目にして、野獣のように襲わないよう自分を保つので一苦労だった。それに、おれはそなたに、夫として父として認められたかったからな。無理強いなんて絶対にしたくなかった」

　チュッチュッと可愛いキスをなんどもラナの唇にし、吐息が触れ合うほどの距離で切なく囁く。

「だから、そなたの口から言ってほしい。おれが欲しいと……」

　ダリウスの切実な声に、熱情が喉もとまで込み上げてくる。

「わ、わたしも……ダリウス様に……抱いてほしかったです」

　そう伝えると、ダリウスの形のいい唇から舌が伸び、ラナの唇をペロリと舐め上げた。

　無意識に自らも舌を伸ばして、そっと合わせてみる。

「んん……」

　ヌルヌルとした感触に、ラナの背が快感で震えてしまう。

　ダリウスの腕がラナの身体を抱きしめ上げると、深く舌が入り込んできた。

　あの夜から三年目の情交――

　理性もなにもかもかなぐり捨て、ダリウスの愛に身を任せたい。

　彼と離れていた期間を、すべて埋めてしまいたい。

　ダリウスも同じことを考えたのだろうか。すぐさまラナの服を脱がしていく。

　背中の白蝶貝のボタンを外し、袖を脱がして、腰まで下げてしまう。

　そのまま足下まで引きずり下げてしまうと、爪先を通り抜けたドレスを、ぽいとベッドの横に落としてしまった。

　抵抗していないとはいえ、ドロワーズまでさっと脱がされてしまい、あまりの手際よさに狼狽えてしまう。

　腕で胸を隠そうとするが、ダリウスがそれを許してくれなかった。

「可愛らしい胸だ。思い出のそなたのままだ」

「小さい胸で……すみません」

「いや？　昔より豊かになったのではないか？」

「え？　そう……？」

　それは、ついこの間まで、セルシュに乳を与えていたから――

　というラナの言葉を読み取ったのか、ダリウスがラナの手を払うと、そこに顔を近づけてきた。

　やわやわと揉み上げながら、余裕の表情で楽しそうにこんなことを言う。

「ラナの胸は、まずおれが吸う場所だろう？　それからセルシュだ。その順番は変わらん」

「ぁあんっ……」

　乳首の周りを、指で弧を描くように回してくる。

　そうされるだけで、下肢にまでズクンという疼き、身体がブルブルと震えてしまった。

「あ……んんっ……ふ……ぁ……」

「やはり大きくなった。ほら、ここも……」

　指のはらで突起を転がされると、ビクビクと腰を揺らしてしまう。

　するとラナの乳首がピンと勃ち、ダリウスの大きな手のひらが張った乳房を揉み始めた。

　望んでいた行為のはずなのに、恥ずかしくて息が上がってしまう。

「知りませんっ……あん……」

　ラナが顔を背けると、胸を揉んでいた片方の手を下肢へと滑らせる。

　足のつけ根に指を這わせ、秘裂の間に入り込んできた。

　ヌチュリと、彼の指に愛蜜が絡む濡れた音がする。

「ああ……本当だな。おれに抱いてほしかったのは事実のようだ」

　ふるふると震える花びらを左右に開くと、奥に隠れていた肉芽を指で嬲る。

「ぁんっ……んっ、んんっ……」

　にじみ出す愛蜜を、クチュクチュと淫らな音をさせダリウスが指に絡ませると、淫唇に擦りつけてくる。

　彼の節くれ立った指が、蜜を溢れ出す膣口をユルユルと押し拓く。

「んっ……ぁあんっ……ダメ……」

　抱いてほしいのはもちろんだが、そうとはっきり言われてしまうのは、たまらなく恥ずかしい。

　足を閉じようとするが、ダリウスの大きな身体が両足の間に入り込んでいるので、どうしようもない。

　ダリウスはなにかを考えるような表情をすると、そのまま顔をラナの下腹部までずらした。

「あっ……！」

　開かれた下肢の濡れた場所に、端整な顔を埋めてしまう。茂みの奥にある秘裂に、ヌチュヌチュと舌を這わせ始めた。

「はぁっ……！　ぁんっ……んっ……んんっ……」

「ああ……久しぶりだ。そなたの香り……甘くて美味そうで……」

　熱い吐息とヌルついた舌の感触を受け、ラナの腰がガクガクと震える。

「おれが遠征している間に、浮気などしていないだろうな？」

　ひどく感じる場所を、ねっとりと舐りながら、彼がそんなことを問う。

　セルシュの世話で忙しく、浮気などする暇はない。

　……と言い返そうにも、ダリウスの舌が激しく動くから、身体を悶えさせることしかできない。

「答えてくれ。ラナ。おれのいないとき、妙な男を近づけさせていないだろうな」

「そんなこと……」

　ダリウスとの夜を思い出しては、ひとり泣き濡れていたラナに浮気などできるわけがない。

「そなたがバザールで、野菜店の店主と仲良くしていた姿に嫉妬してしまってな」

「あのとき……近くに……？」

「ああ。そうだ。そなたを脅かさぬよう声をかけようと考え尾行していた。すると店主と楽しそうにしていたので心配になってしまった」

　そう言い、ラナの秘所を舐め回したまま、剣呑な視線で見上げてきた。

　その淫猥な姿と視線の強さに、ラナは言いようのない感情が湧き上がる。

　浮気などありえない。ほかの男性を思う余裕も感情もない。

　硬質で力強い黒い目に、心も身体も囚われているのだから――

「わたしはダリウス様だけです。ずっと……あなただけを想って……」

　懸命にダリウスだけを愛していると伝えるが、彼はどこまで信じてくれるのだろうか。

　サムスは単なるフラワーフェアリーの客でしかない。ラナは、この三年間必死でセルシュを育ててきたのだから。

「本当に……ぁんっ……！」

　ダリウスの舌が激しく上下し、媚肉をヌチュヌチュと舐め上げる。

　それと同時に肉芽をグニュグニュと押し潰し、秘所をあますところなく愛撫し始めた。

「やぁんっ……ぁあっ……んんっ……」

　こんなに激しく陰部を嬲るなんて、ダリウスはラナの言葉を信じていないのだろうか。

「はぁんっ……あぁっ……んんっ……」

　彼の淫靡な舌に刺激され、膣口から愛蜜がプシュリと溢れ出してくる。

　垂れ流す蜜を舌で舐め上げると、ダリウスがくくっと笑いをこぼす。

「どうやらそのようだな。そなたは、おれのことを想ってくれているようだ」

　だから、最初からそうだと――

　そんな言葉も押し流してしまうほど、ダリウスの指がヌプヌプと膣の中を弄ってくる。

「おれの愛撫で、こんなにもここが濡れるのではな。淫らな糸が引いている」

「言わないで……」

　感じている女の芳香がラナの鼻孔にまで漂い、恥ずかしくて両手で顔を隠してしまう。

　ダリウスがラナの両足の間から、上体を起こした。

「すまない。ラナ。つまらん嫉妬でそなたを困らせてしまった。可愛い顔を隠すな。見せてくれ」

「でも……」

　ダリウスは、そっとラナの手首を持つと、ゆっくりと左右に押し分ける。

　涙で濡れるラナの目尻を、滑る舌で舐め上げた。

「可愛いラナ。優しくしようと思っていたのに、つい虐めてしまった。許してくれ」

　甘く優しい声でそう言われるが、ラナとしては妙な浮気を疑われていい気がしない。

　口をきゅっと結ぶと、ダリウスが目尻を垂らして笑う。

「許せ。ラナ。機嫌を直してくれ。どうすれば、笑顔を見せてくれる？」

　そう問われて、ラナはおずおずと自分の心のうちにあった気持ちを彼に告げる。

「もっとあなたに優しくされたいです。そう願うのは、いけないことでしょうか？」

「これ以上ないというくらい優しくしているつもりだが？」

「もっと、もっと……です。三年間の寂しさをいっぱい埋めてください」

　そう言うと、ダリウスが嬉しそうな笑みを浮かべた。

「ああ、ああ……そうだな。三年分の愛を注いでやろう」

　ダリウスがトラウザーズをくつろがせ、中から大きく勃ち上がった男性器を取り出した。

　太く、硬く、膨れ上がった肉茎は、すでに隆々と勃ち上がっている。

　しかし彼は服を脱いではくれなかった。

「ダリウス様も、脱いで……」

　そう言うと、彼が困ったように首を傾げた。

「そなたは、おれの身体の傷を怖がっていなかったか？　この三年間で少々増えてしまってな。そなたをこれ以上怖がらせたくはない」

「そんなことは……」

　ダリウスの傷は、彼が国王という地位でありながら前線に赴き、自ら戦うからこそ得た勲章のようなもの。

　勇気も知恵も、そして国王として偉大な男であると言える。

　それを、どうして怖がることがあるだろう。

「わたしが怖いのは……あなたの傷ではありません。その……こういうことが……三年ぶりなので……最後に抱かれたのは、その……」

　羞恥で最後まで言えなくなるラナの頬を、ダリウスがチュッとキスをした。

　シャツのボタンをひとつひとつ外し、バサリと脱ぎ落とす。続いて下穿きと一緒にトラウザーズも脱いでしまった。

　ラナの記憶に残っていたとおりの見事な肉体に、喉がゴクリと隆起する。

　高名な芸術家が彫り出した、神話に出てくる軍神のように凜々しくて雄々しい。

　彼の言うとおり小さな傷が増えているようだが、それらはどれも時間が経過しているようで、うっすらと残っているだけだ。

「そなたがおれの腕の中で、淫らに乱れる姿が見たい。ラナ。一晩中可愛がってやるから、いい声で啼いてくれ」

　三年前と似たようなことを言われ、ラナはもうどうしていいのかわからなくなる。

　ラナの両足首を掴むと、荒っぽく左右に押し開いた。

　そのまま自らの股間をラナの秘所に密着すると、昂ぶった肉棒の先端で、膣孔を穿とうとする。

「あ……んんっ……」

　硬い切っ先が濡れた膣襞を、グニグニと押し拓いていく。

　ズチュリと淫猥な音を立て、膨れ上がった亀頭の先端が愛蜜の滑りを借りて、ヌプヌプと挿いり込んでいった。

　ゾクゾクとした愉悦が湧き上がり、身体に身震いが走る。

「……ぁあ……ダリウス様……の……大きい……」

　三年ぶりに受け入れる彼の肉棒は、あまりの怒張にラナの膣襞がミリミリと引き裂かれるような痛みが走る。

　背を反らして痛みに耐えていると、彼の筋肉質な腕が伸び、身体をしっかりと抱きかかえられてしまった。

「んんっ……あぁっ……んんっ……」

　ダリウスの昂ぶった肉棒が、グリグリと膣襞を押し拓いて、最奥まで突き上げようとする。

　押しては引き、引いては押しを繰り返す。

「痛いか？」

　低い声で問われて、ラナは頭を左右に振る。

　痛いのは痛いが、それで彼が動きを止めるのが嫌だった。

　だがそうと言う余裕がないラナは、咽頭から掠れた声を漏らすことしかできない。

「んっ……ぁあっ……はぁっ……んんっ……」

　グイッと腰を進められ、肉筒の最奥を亀頭の先端が押した瞬間。ラナの下腹の奥にズシンとした衝撃が走った。

「はぁっ……っ……！」

　子宮を抉られる感触にゾクゾクとした愉悦が込み上げ、全身をブルブルと震わせていると、今度は彼の腰がズルリと引いていく。

　するとみっちりと埋め込まれた肉棒が引きずり出され、喪失感のようなものに心が苛まれてしまう。

　かろうじて雁の部分が膣の挿入口あたりに引っかかるところで、彼の腰が動きを止める。

　そして再び押し込まれたとき、二度と抜けてほしくないと思い、無意識に下腹の奥を締めつけてしまった。

「くっ……そんなにおれを求めてくれて、嬉しい限りだな」

　ダリウスの低く掠れた甘い声が、ラナの腰まで刺激する。

　脳芯まで痺れるような快感に、ラナの理性が崩壊しそうになってしまう。

　ダリウスがラナの腰を掴み動かないよう固定すると、リズミカルに股間を前後させてきた。

　ズチュッズチュと淫らで粘着質な音を立てて、肉棒を激しく突き立ててくる。

　ラナはユサユサと身体を揺らされ、乳房も一緒に激しく上下した。

「ぁあっ……んっ……はぁっ……んんっ！」

　ラナは痛みとともに訪れる激しい快感に、赤い唇からピンク色の舌を覗かせ、感じている嬌声を漏らす。

　背筋を仰け反らせ、滑らかな白い喉を晒し、彼の大きくて逞しくて、熱い肉棒に翻弄される。

「ああっ……深いっ……ぁあっ……そんな……激しい……」

「三年分だと、言ったはずだ。もっと深く咥え込んでくれ」

　ダリウスが腰を激しく前後させ、ラナの子宮を激しく穿つ。

　もしかして三年分を一晩で？　と戸惑っている間にも、ダリウスは膨れ上がった肉棒をジュブッジュブッと子宮の最奥まで突き上げては、引きずり出すという動きを繰り返す。

　激しい腰の動きに、白く泡立った愛蜜が結合部から溢れ出す。

　ダリウスの雁がそれらを掻き出してくるので、ラナの太ももあたりはびっしょりと濡れてしまった。

　それでも彼の肉棒に乱され、愛蜜は無限に溢れ出てしまう。

「ああっ……んんっ……ぁあっ……！」

　荒々しい濁流に、身も心も流されてしまう。

　そのたびダリウスの甘い囁きに意識を引き戻され、激しい律動と抽送に翻弄された。

　膝が胸につくぐらい折り曲げられ、彼の上体が前屈みになる。

　そうなると肉棒の先端がより深く押し込まれ、子宮の最奥をググッと押される感触に身がブルブルと震えてしまう。

「っ……やぁ……深っ……い……ぃ……」

「そうか。いいのか。もっと奥を突いてやろう」

　違う。深いと言いたかったのに、咽頭が震えてうまく声が出せなかった。

　彼はわざとなのか、身体を捩らせるラナを更なる快感へと押し上げようとする。

「はぁっ……んんっ……ぁあっ……」

　ひときわ甲高い嬌声が部屋に響く。

　折り曲げられた膝が、フルフルと揺れる乳房の先端を刺激し、もう全身で快楽を受けている。

「んんっ……ぁあっ……はぁっ、あっあ……ぁあっ――」

　彼は容赦なく腰を揺さぶり、ラナの肉筒を激しく擦り上げてきた。

　子宮の最奥まで激しく穿たれ、喜悦に全身が支配されていく。

　彼の激しすぎる愛に支配されていると言っていいかもしれない。

　嬉しくて、悲しいほど嬉しくて、ラナは下腹にキュッと力を込めた。

　ドクドクと脈動する男芯によって押し拓かれた膣襞が、彼の独占欲に悦び離すまいと強く咥え込む。

「ああっ……もっと、もっと欲しっ……ダリウス、あなた……ああっ、ああっ……！」

「やるぞ、おれを。おれのすべてを。ラナ、そなただけだ」

「……いいっ……もっと、いいっ……っ、あっ、ああぁっ……あっ――――」

　手足を引き攣らせ、身体を波打たせ。

　その瞬間、ダリウスの腰がブルリと震える。

「ひゃぁんっ……！」

　激しく収縮する子宮に、ビュクビュクと熱い白濁液が放たれた。

「くっ……」

　ダリウスが上体を倒し、腰をビクビクと震わせながらラナの華奢な身体をギュッと抱きしめる。

　彼の汗とフレグランスの混ざった香りが、ラナの鼻腔をつく。

　無意識に膣襞をギュッと締めつけてしまい、ダリウスの吐息が漏れる。

　それがラナの官能を刺激し、抜けないようにともっと子宮を引き締めてしまう。

　結合部は深いままだ。だからドクドクと遅れて流れてくる淫猥な飛沫も、一滴残らすラナの子宮が受け止める。

「ふぅ……んんっ……」

　恍惚とした官能で意識がさまようラナの耳もとで、ダリウスが色っぽく囁く。

「おれはもうひとり子が欲しいぞ。そなたに似た可愛い女の子がいい。孕むまで毎日そなたを抱こうではないか。三年分なんてあっという間だ」

　揺らぐ意識の中で、そんなことを言われてしまう。

　嬉しくてたまらないというのに、ラナは小さく頷くだけで精一杯であった――

















エピローグ　盛大な婚礼の儀












　三ヶ月後――

　デイン王国の国王ダリウスと平民の娘ラナとの婚礼の儀が、デイン王城の主塔に特設された祭殿にて行われた。

　主塔のバルコニーは、通常であれば遠征の直前、ダリウスが兵に演説をするため使用することが多いが、今はとても華やかに装われている。

　空はどこまでも青く、白い雲もぽっかりと浮かんでいた。

　白鳩も気持ちよく飛んでいる。デイン王国の将来を象徴するように快晴だ。

　そして晴れの日の催事ということで、王城の庭園は開放されており、国民が大挙して押し寄せている。

　みな、ひと目でいいから軍人王の王妃となる女性を見たくて集まっていた。

　バルコニーには祭殿を警護する兵を多数配置し、それ以外は王族が見守っているという状況だ。

　ダリウスの両親である前王と前王妃はすでに亡くなっているので、王族は主に彼の叔父や叔母である。

　兵は全員白軍服を着用し、王族は鮮やかな赤い衣装に身を包んでいた。

　彼らの視線は、主塔のバルコニーにある祭壇に向けられている。

　そこには神父、そして巨躯な男性と華奢な女性が並んで立っていた。

　白い軍服に金色の肩章、そして同じく金色のフラジェールを垂らしたダリウス。

　白い清楚なウェディングドレスに、銀色のベールを被ったラナだ。

　神父の進行で愛を誓約し、指輪を交換し、誓いのキスをする。

　ダリウスがバルコニーから群衆に向かって手を振ると、わっと大歓声がわき起こった。

　恥ずかしがるラナがダリウスに寄り添って現れると、拍手が巻き起こる。

「多くのひとが集まってくれているわ。なんだか緊張する……」

　ここからでは見えないが、フラワーフェアリーの姐さんたちや、バザールのみんなも見にくると言っていた。

　本当なら堂々としなければいけないのかもしれない。

　しかし、こんなにたくさんのひとの前に出たことのないラナは、緊張で震えてしまう。

　そんなラナの肩を、ダリウスが引き寄せて抱きしめる。

　するとまたしても大きな拍手が湧き、ラナは緊張しながらも嬉しさが込み上げてきた。

「おれたちの未来を祝福するため、そして明るい未来を期待して集まってくれているんだ。手を振るぞ」

「は、はい」

　ラナはダリウスと一緒に手を振った。すると国民のひとたちも振り返してくれる。

　嬉しくて泣きそうになってしまうのを堪え、懸命に手を振った。

「それに、おれたちには可愛い息子もいる」

　ラナの介添人として、マリッサがセルシュを抱っこして近くにいてくれた。

　ダリウスが彼女からセルシュを受け取ると、はしゃぎながら胸に甘えてくる。

　ダリウスがセルシュを抱っこする姿を国民が目にすると、空に割れんばかりの歓声が響き渡った。

「デイン王国ばんざい！」

「国王陛下ばんざい！」

「ラナ王妃ばんざい！」

「王太子ばんざい！」

　祝福の歓声は、いつまでたっても鳴り止まない。

　セルシュは、キャッキャッと楽しそうに笑っている。

　それだけでなく、小さな手のひらを振り上げると、ダリウスと同じように国民へと振ったのだ。

「もしかして……国民のみなさまに挨拶しているの？」

「さすがおれの子。胆力がある。先が楽しみだ」

　さすがに親ばかだと思うが、ラナはなにも返さなかった。同じようなことを思ったからだ。

「これからは、そなたとふたりで、大切に育てていこう。デイン王国も、この愛しい子も」

「はい。ダリウス様」

　にっこり笑って返すラナの頬に、ダリウスがチュッとキスをした。

　そして雄々しく凜々しく、艶やかに笑うと、ラナに至上の愛を語る。

「そして、そなたとの愛も……早くふたり目の子をなそうではないか」

　そう言われ、ラナはふふっと笑った。

（もしかしたら、もうふたり目がいるかもしれない……と知ったら、彼は驚くかしら？）

　まだ膨らんでいない下腹をさすり、どのタイミングで言おうかなんて考えてしまう。

　そんな顔をしたからか、ダリウスが黒い目を見開く。

「もしかして……もう、そなたの腹に？」

　問われて、ラナは小さく頷いた。

「ええ。今朝わかったことです。お医者様がそうおっしゃって……」

「でかした！　ラナ」

　喜んだダリウスが、ラナを抱きしめると深い口づけをしてきた。

　そんなふたりを目にして湧き上がる国民と、愛しい夫、そして大切な息子に囲まれ、ラナは言葉にできないほどの喜びを噛みしめた。
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